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M002

特記仕様書１

　４７

　 能日数を考慮した

・ 屋根及びとい工事(内外装板金)　・ 金属工事(・鋼製下地工事 ・内外装板金)　

・ ダクト板金作業（建築板金）　・ 冷凍空気調和機器施工作業（冷凍空気調和機器施工）

※請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始

※請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始

   サービス版

ＤＶＤ-ＲＯＭにて提出すること。

   サービス版
   サービス版
   サービス版
   サービス版

   サービス版
竣工写真については、銀版写真の場合はネガ、デジタル写真の場合はファイル形式をＪＰＥＧとし、

ジタルカメラの総画素数は200万画素以上、記録画素数は640×480画素以上とする。
　工事管理写真はカラーとし、その内容が明確に判別できるものとする。デジタル写真とする場合、使用するデ

主として内観
主として外観
工事月報用
完了届提出用
適宜,ｱｽﾍﾞｽﾄ撤去は工程毎
状況によりつなぎ写真

・　　 ・ 10  ・ 20
・　　 ・　5　・　7
※　3　・　6　・　9
・　　 ・　9　・ 12

・　4  ・　9　・ 30

１
３
１
１

竣工写真
定期提出
完 成 時
工 事 中
着 工 前

備　　　　考部　数撮 影 箇 所分  類 ・ 規  格区　分

４.工事写真
を参考とし、詳細については監督職員の指示による。

　保全に関する資料は標仕により作成し、監督職員に指示された必要部数の原本、複写図および電子データを

提出するものとする。なお、作成に際しては、国土交通省作成の「建築物等の利用に関する説明書作成の手引き」

３.保全に関する資料
　　　　部を提出するものとする。
　完成図の種類、記入内容および様式は標仕により作成し、ＣＡＤデータおよび焼付製本（縮小版Ａ４サイズ）

・ 植栽工事(造園工事)　・ 外壁改修工事(樹脂接着剤注入施工)
・ 排水工事(建築配管)　・舗装工事（・ 溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事 ・ 加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事）
・ 塗装工事(建築塗装)　・ 内装工事(・ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上工事 ・ ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上 ・ ﾎﾞｰﾄﾞ仕上工事 ・壁装)
・ ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事(・金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事 ・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工 ・ ｶﾞﾗｽ工事)
・ 左官工事（左官）・ 建具工事( ・ ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工 ・ ｶﾞﾗｽ工事 ・ 自動ﾄﾞｱ施工)　

・ 石工事(石張り)　・ ﾀｲﾙ工事(ﾀｲﾙ張り)　・ 木工事(大工工事) 

・ 防水工事(・ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 ・ ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水 ・ ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水 ・ 合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水 
　・ 塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水・ ｾﾒﾝﾄ系防水 ・ ｼｰﾘﾝｸﾞ防水 ・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水 ・ FRP防水)

・ 鉄骨工事(構造物鉄工)　・ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ/ALCﾊﾟﾈﾙ工事( ・ CB工事 ・ ALCﾊﾟﾈﾙ工事)
・ 仮設工事(とび)　・ 鉄筋工事(鉄筋組立て)　・ ｺﾝｸﾘｰﾄ工事( ・ 型枠工事 ・ ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事)　
に常勤させるとともに、作業に先立ち事前にその氏名等を監督職員に届け出なければならない。
士または単一等級の資格を有する者を、１職種１名以上該当工事作業中工事現場（資材製作加工の場合は製作所）
　また、受注者は、○印のついた工事種別および技能検定の職種について、職業能力開発促進法による一級技能

　　また、日程の都合上、契約工期満了後に検査が行われる場合は、契約工期満了後の監理技術者等の工事現場
　への専任を要しない。

　なお、検査を完了した日とは、発注者が契約約款第31条第2項に基づく当該検査の結果を通知した日

② 滋賀県建設工事請負契約約款（以下「契約約款」という）第31条第2項の規定に基づく検査を完了した日から
　契約期間満了までの期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

　に着手する日については、請負契約の締結後、監督職員との打合せにおいて定める。
　されるまでの期間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工

　の工事現場への専任は要しない。
・請負契約の締結の日の翌日から令和　　年　　月　　日までの期間については、主任技術者または監理技術者

　各工種の作業については、極力技能士の資格を有する者に作業をあたらせること。８.技能士

　（契約約款第31条第6項に該当するものを含む）とする。

① 技術者の専任を要しない期間
　受注者は、建設業法に定める専任の技術者の任命を行い、現場に派遣し技術管理にあたらせること。７.技術管理
　現場代理人は、受注者との直接的な雇用関係が確認できる資料を監督職員に提出すること。
　期間については、現場代理人の工事現場への常駐を要しない。
② 工事が完成し、事務手続き、後片付け等のみが残っているなど、工事現場において作業等が行われていない

・請負契約の締結の日の翌日から令和　　年　　月　　日までの期間については、現場代理人の工事現場への常
　駐は要しない。

① 現場代理人の常駐を要しない期間
　原則として、現場代理人は他の工事と重複して従事することはできない。６.現場代理人

５.技術検査 　工事施工途中において、適宜中間技術検査を行う。

　されるまでの期間）については、現場代理人の工事現場への常駐を要しない。
　なお、現場施工に着手する日については、請負契約の締結後、監督職員との打合せにおいて定める。

　完成写真の撮影場所は監督職員の指示による。サ－ビス版は工事写真帳に貼り付けて提出すること。

本特記仕様書を含む図面　　　　葉、標仕により完全に施工する。
　本工事は、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に基づき、工事請負契約書及び同約款を遵守し、

２.完成図
上記相互間に相違のある場合の優先順位は、記載の順序とする。

１.施工基準

項
事
通
共
般
一
１

様
仕

　　 　　　　という。）」、「建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）・同解説　令和５年版（以下「解体共仕」という。）」および国

１. 図面および特記仕様書に記載されていない事項は、すべて①の標仕類によるものとし、②の監理指針を参考とする。

事

建
築
工

Ⅱ

別　途　工　事

２. 特 記 仕 様

引渡し時期指定部分
本工事における契約約款第38条に定める指定部分は次のとおりとする。指　定　部　分

工　 事　 期　 間 年 月 日まで令和契約日から

工   事   種   目

項
事
通
共
般
一
１

市街化調整区域

第２種住居第１種住居

㎡敷地面積

工 　事 　名 　称

概　要　説　明

計

備　考延面積
3　階

床　面　積　（㎡）
2　階1　階

構　造工　種名　　　称NO

改　築解　体改　修増　築新　築

市街化区域宅造規制区域自然公園風致地区そ の 他 の 規 制

第２種中高層
商業

第１種中高層
近隣商業

第２種低層

指定なし法22条指定区域準防火地域防火地域防 　火 　規 　制
準住居

用 　途 　規　 制

工 　事 　場 　所

要

概

事

工

Ⅰ

第１種低層

・ 建築配管作業（配管）　　　　・ 保温保冷工事作業または熱絶縁工事作業（熱絶縁施工）

ただし、同等品以上とする場合は監督職員の承諾を受けること。
　建築材料等は、極力県内産品を選定することとし、製品等は特記されたものまたは同等品以上とする。９.建築材料等

　工事で使用する各種塗料類、接着剤類、その他の材料のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする。
あわせて、その他室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策として、その原因となる物質の含有量が低濃度である

　　さらに、環境配慮の視点から、以下の材料の利用に努めること。
材料を極力選定する。（標仕を参考とすること。）

　(1) グリ－ン購入法に基づくエコマ－ク商品

　(3) 請負金額100万円以上の工事においては、再生資源利用［促進］計画書（「建設リサイクルガイドライン」、

37.環境配慮指針

36.暴力団員等による

35.各種申請業務

34.住宅性能評価
33.ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ

32.近隣家屋の調査
31.近隣住民等への説明

30.不法無線局の排除

29.揮発性有機化合物
28.設計ＧＬ
27.施工体制点検

　　　　　　　　　　　　　　の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について

　公共建築に係る環境配慮指針実施要領に基づく、チェックシートを作成し提出しなければならない。

１. 受注者は、暴力団員等（暴力団の構成員および暴力団関係者、その他県発注工事等に対して不当介入をしよ

２.受注者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書(別記様式第１号)により所
　轄警察署に届け出るとともに、監督職員に報告するものとする。
　また、受注者は、以上のことについて、下請負人に対して十分に指導を行うものとする。

　うものとする。
　れを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行
　うとするすべての者をいう。）による不当介入(不当な要求または業務の妨害）を受けた場合は、断固としてこ

（「不当介入に関する通報制度」の徹底について）　 不当介入の排除

　許可申請・届出書等の変更が必要な場合は、本工事において手続きを行うこと。
　工事に必要な各種申請業務は、受注者の責任において申請を行うこと。

・　測定する　　　　　　　・　測定しない
　測定対象室及び箇所数

と。

測定対象物質の濃度を測定し、報告すること。
※　測定はパッシブ型採取機器により行う。

　スチレン、エチルベンゼン
　※　室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン
　※　仕上表による　　・　図示

　測定対象物質

　受注者は、「住宅の品質確保の促進等に関する法律」を遵守し、住宅性能評価書に示された品質を確保するこ

注者自ら必要と思われる図示以外の近隣家屋・工作物等についても調査を行うこと。
傷等の有無を確認すること。万一、損傷等が生じた場合は受注者の責任において現状に復旧すること。また、受
　受注者は、工事の着手前および完了後に、図示部分の近隣家屋・工作物等の調査を実施し、工事に起因する損

　バリアフリー化にあたっては、「だれもが住みたくなる福祉滋賀のまちづくり条例」を遵守すること。

　受注者は、施工に先立ち地元自治会、近隣住民等に工事施工内容の説明を行うこと。

　受注者は電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとし、工事現場において、不法無
線局を搭載していると疑わしい車両を発見したときは、速やかに監督職員にその旨報告すること。

※ 図示　　・ 監督職員が現場にて決定する。　・既設建築物ＦＬから導き出されるＧＬ　

　 の室内濃度測定

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に従い、施工体制を講じること。
申請を省略できる。
　また、変更時と工事完成時の間が10日間（土曜日、日曜日、祝日等を除く）に満たない場合は、変更時の登録
原則として登録を必要としない。 

をコリンズから監督職員にメール送信し、監督職員の確認を受けたうえ、標仕類の期間内（訂正時は適宜）に、
登録機関に登録をしなければならない。

　受注者は、受注時または変更時において工事請負代金額が500万円以上の工事について、工事実績情報システム

※資源有効利用促進法において、再生資源利用［促進］計画書の作成対象となる工事の受注者は、当該計画書に

設備工事） の受注者を指名する。

　受注者は工事の内容に応じた火災保険、建設工事保険等を工事目的物に付するものとする。

※受注者は、産業廃棄物を適正に処理するにあたり、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイ

　火元責任者を配すること。

　受注者は、「低騒音・低振動型建設機械の指定に関する規程（平成13年国土交通省告示第487号）」に基づき
指定された建設機械（'97ラベル）を使用すること。

25.騒音振動の防止
　受注者は過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を遵守する旨を記載した施工計画書を提出すること。

についても、作業前、作業終了後の確認等確実な管理を行うものとする。
　シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止するとともに、保管数量

　労働安全衛生法第３０条第２項の総括安全衛生管理義務者には、（※建築工事　・ 電気設備工事　・ 機械

※　別添仮設計画図・配置図等により示された仮設計画を参考に、受注者にて構造、施工方法について十分検討
　のうえ、関係法令に従い安全堅固に設置すること。

　ること。また、施設運営についても担当者と協議を行い、支障のないよう努めること。
　を配置するとともに、近隣家屋に騒音、振動等の公害が発生しないよう留意し、工事全般に万全の対策を講ず
※　工事車両の出入りについては、速度制限を厳守し、危険防止に努めること。また、必要に応じて交通整理員

24.過積載防止の措置
23.火気の管理

22.シンナー等の保管

21.総括安全衛生
　 管理義務者

20.安全対策

引渡しを要するもの：17.発生材の処理

　 事故の補償（法定外
　 の労災保険の付保）

　本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。
18.保険
19.保険の付与及び

　ついて、作成後、発注者に説明するとともに、工事現場の見やすい場所に掲示すること。

　(4) 産業廃棄物処理法第12条の３によるマニフェストシステムにより的確に実施すること。
　　　報告すること。
　　　「建設リサイクル法第11条通知別表」対応版）を添付するとともに、実施後、同実施書を作成し速やかに

　(2) 建設副産物の発生抑制および再利用の促進に努めること。
　　　資材）および排出する特定建設資材廃棄物の分別解体および再資源化等を実施すること。
　(1) 本工事に使用する特定建設資材（建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律施行令で定められた建築

クル法）、資源の有効な利用の促進に関する法律（資源有効利用促進法）、廃棄物の処理及び清掃に関する法律

事竣工まで万全の対策を講ずること。
　工事着手前に付近の状況を調査し、騒音、振動、塵埃の発生、土壌汚染、排水汚染等公害発生のなきよう、工

　各設備工事によるコンクリート部分の梁、壁、床の貫通補強及び仕上げ部分、軽量鉄骨天井下地、同壁下地の
開口補強は建築工事とする。その他、工事区分表による。

　各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書又は保証書およびその写し各１部を提出すること。
なお、責任施工のものは、受注契約者・施工下請業者・材料製造所の連名書とする。

　試験は、原則として公的試験場で行うものとし、その場所の決定にあたっては監督職員の承諾を受けること。

15.公害対策
　各種下請業者、製造所等県下で供給出来るものについては、極力県内業者を選定すること。14.下請け業者の選定

13.設備工事との取合

12.各種検査合格書等
　標仕に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。11.特殊な材料の工法

　 試験
10.材料の検査に伴う

　（参考URL https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kankyoshizen/haikibutsu/13431.html）

　製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、「木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明

　(3) 滋賀県リサイクル製品認定制度に基づく滋賀県リサイクル製品
　(2) 建設リサイクル法により再資源化されたリサイクル製品、材料

　工事に使用する材料は、アスベストを含有しないものとすること。

風速　Ｖo（ ））ｍ／ｓｅｃ  地表面粗度区分（
・多雪区域　　垂直積雪量（ ）ｃｍ

滋賀県建築工事特記仕様書

　工事写真の撮影要領は、｢営繕工事写真撮影要領による工事写真撮影ガイドブック（令和５年版）」（建築工事
編及び解体工事編、電気設備工事編、機械設備工事編）(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)による。

１.配置技術者の増員

　　す技術者を専任で１名現場に配置しなければならない。
　　おいては、監理（主任）技術者とは別に、入札公告に定める監理（主任）技術者の要件と同一の要件を満た

　　の方法により届け出ること。
　　　また、当該技術者を求めることになった場合には、その指名その他必要な事項を監理(主任)技術者と同様
　　　なお、当該技術者は、監理（主任）技術者を補助し、監理（主任）技術者と同様の職務を行うものとする。

　　　建設工事等入札執行要領第１７条第１項ただし書きの規定に基づく基準に満たない価格で落札した場合に

本工事は、低入札価格調査制度対象工事である。
　 制度に基づく措置

２.施工体制台帳および施工計画書にかかる内容の説明
　　　建設工事等入札執行要領第１７条第１項ただし書きの規定に基づく基準に満たない価格で落札した場合に
　　おいては、受注者は施工体制台帳および施工計画書の提出に際して、監督職員からその内容の説明を求めら

４.工事コスト調査への協力

３.材料、下請負代金等の支払い状況等の説明

　　　共通費実態調査票について、費用の内訳についてヒアリング調査に応じるものとする。この場合において、
　　元請者は、下請者についてもヒアリングに参加させるものとする。 

　　　受注者は、下請負人の協力を得て、共通費実態調査票の作成を行い、完了届提出後１週間以内に発注者に
　　提出するものとする。なお、調査票等については、別途、監督職員から指示するものとする。

　　ては、工事コスト調査に協力をしなければならない。（概要は滋賀県ホームページ参照）
　　　建設工事入札執行要領第17条第１項ただし書きの規定に基づく基準に満たない価格で落札した場合におい

　　られた場合は、応じなければならない。
　　とする経費等とこれにかかる資金の調達方法の資料を提示するとともに、それらの内容について説明を求め
　　況について説明を求められた場合は、これまでに要した経費等の支払いを確認できる資料ならびに今後必要
　　　また、監督職員から材料費、労務費、下請負代金、その他経費（以下「経費等」という。）の支払いの状
　　おいては、毎月の下請負代金の支払い状況が確認できる資料を履行報告に追加して提出すること。
　　　建設工事等入札執行要領第１７条第１項ただし書きの規定に基づく基準に満たない価格で落札した場合に

　　れたときは、応じなければならない。

　 する特記事項
　本工事は、総合評価方式の工事であり、詳細は入札説明書によることとする。

　 型工事の実施
38.週休2日取組促進

３.受注者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた場合は、監督職員
　と協議するものとする。

１．本工事は、受注者が工事着手前に発注者に対して、週休２日について取り組む内容を協議したうえで工事を

３．週休２日の取組は下記のとおりとする。

　　　　完全週休２日(土日)　（月単位の週休２日および通期の週休２日は必須）

　　　　完全週休２日(土日)　（月単位の週休２日および通期の週休２日は必須）
　　　　月単位の週休２日　 　(通期の週休２日は必須）

　　　　月単位の週休２日　 　(通期の週休２日は必須）

　　・完全週休２日(土日)Ⅰ型（下記のいずれかを選択）

　　・完全週休２日(土日)Ⅱ型（下記のいずれかを選択）

　　　　通期の週休２日　

　希望する取組みを行うものとする。
２．受注者は、実施要領に従い、週休２日の取組みの希望を工事着手前に工事打合せ簿で通知し、協議を行い

　実施する週休２日促進工事である。詳細は、「（営繕工事版）週休２日取組促進工事実施要領（以下、実施要

48.低入札価格調査

49.総合評価方式に関

　① 標仕類　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書　令和７年版（以下「標仕」という。）」、「公共建築改修工
　　 　　　　事標準仕様書　令和７年版（以下「改修標仕」という。）」、「公共建築木造工事標準仕様書　令和７年版（以下「木造標仕」

　のためのガイドライン」（林野庁　平成18年2月）に準拠した証明書を、監督職員に提出すること。

（産業廃棄物処理法）、プラスチックに係る資源循環の促進に関する法律(令和3年法律第60号)、その他関係法令
等に基づくほか、建設副産物適正処理推進要綱を踏まえ、下記事項を含めて、施工計画書を作成し事前に監督職
員に提出して承諾を受けること。また、適切に処理した後、監督職員に報告すること。

16.産業廃棄物の処理

26.コリンズへの登録
（コリンズ）に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として作成した「登録のための確認のお願い」

　なお、変更登録時は、技術者に変更が生じた場合に行うものとし、工事請負代金のみ変更の場合は、

４.ＶＥ提案の審査・採否等
　　　提出されたＶＥ提案は、施工の確実性、安全性が確保され、かつ、設計図書に定める工事目的物と比較し、
　　機能、性能が同等以上で経済性が優位であると判断されるものについては、ＶＥ提案として採用することを
　　原則として審査を行い、当該提案の採否を決定する。
５.ＶＥ提案の採否の通知
　　　ＶＥ提案の採否については、ＶＥ提案の受領後１４日以内に書面により通知するものとする。ただし、
　　乙の同意を得たうえでこの期間を延長することができるものとする。また、ＶＥ提案を採用しなかった場合
　　には、その理由を付して通知するものとする。
６.ＶＥ提案を採用した場合の設計変更等
 (1) ＶＥ提案を採用した場合において、必要があるときは、契約約款第１９条の２の規定に基づき設計図書の
　　変更を行うものとする。
 (2) 前項の規定により設計図書の変更が行われた場合において、必要があるときには契約約款第２４条の規定に
　　基づき請負代金額を変更するものとする。

 (3) 前項の変更を行う場合においては、ＶＥ提案により請負代金額が低減すると見込まれる額の10分の5に相当す
　　る金額（以下「ＶＥ管理費」という。）を削減しないものとする。
 (4) ＶＥ提案を採用した後、契約約款第１８条の条件変更が生じた場合のＶＥ管理費については、変更しないも
　　のとする。ただし、双方の責に帰することができない理由（不可抗力や予測することが不可能な事由等）に
　　より、工事の続行が不可能、又または著しく工事低減額が減少した場合においては甲乙協議して定める。
 (5) ＶＥ提案を採用した後、契約約款第１８条の条件変更が生じた場合において、甲がＶＥ提案に対する変更案
　　を求めた場合、乙はこれに応じるものとする。
７.ＶＥ提案の活用と保護 
　　　評定の結果、当該ＶＥ提案内容の活用が効果的であると認められた場合は、他の工事においても積極的に
　　活用を図るのでその場合は無償で使用できるものとする。ただし、工業所有権等の排他的権利を有する提案
　　については当該権利の保護に留意している。
８.責任の所在
　　　甲がＶＥ提案を採用し、設計図書の変更を行った場合においても、ＶＥ提案を行った乙の責任が否定され
　　るものではない。

50.猛暑による作業不

　　工期の設定

51.概成工期

　　 　　　　土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修「公共建築設備工事標準図　令和７年版（以下「標準図」という。）」
　② 監理指針　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築工事監理指針　令和７年版」、「建築改修工事監理指針　令和７年版」、「電気
　　　　　　　　設備工事監理指針　令和７年版」および「機械設備工事監理指針　令和７年版」

工業専用工業準工業 田園住居 指定なし

(１．２．１)

52.その他

１.総合試運転調整を行う期間を設けること。
２.実施工程表に、次の該当する項目を明記すること。( ・ 概成工期 ・ 受電日 ・ 総合試運転調整に要する工程)

※本工事に関連して実施される国、県または関係団体の調査等に協力すること。

特　記　事　項項　目章

特　記　事　項項　目章特　記　事　項項　目章特　記　事　項項　目章

　領という。）による。

おける熱中症対策に関する運用指針」により行う。
　本工事は、猛暑による作業不能日数を考慮した工期を設定した工事であり、運用にあたっては、「営繕工事に

　本工事は猛暑による作業不能日数を次のとおり見込んでいる。
１.作業不能日数：　　　日間
２.上記１は、環境省が公表する近畿地方_滋賀県_　　　地点におけるＷＢＧＴ値（気温、湿度、日射・輻射を

３.気象状況により工期中に発生した猛暑による作業不能日数（当該現場における定時の現場作業時間において、

　　考慮した暑さ指数）過去５年分（　　　　年～　　年）について、本工事の工期に対応する期間（滋賀県の
　　休日を定める条例（平成元年条例第10号）に定める県の機関の休日および夏季休暇（３日）を除く。)
　　において、８時から１７時の間にＷＢＧＴ値が31以上となった時間を算定し、日数に換算したもの５年分を
　　平均したものである。

　　ＷＢＧＴ値が31以上となり、かつ受注者が契約工事単位で全作業を中断し、または現場を閉所した時間を
　　算定し、日数に換算したもの（小数点以下第一位を四捨五入する。））が上記１の日数から著しく乖離した
　　場合には、受注者は発注者へ工期の延長変更を協議することができる。
　　ただし、定時の現場作業時間には、現場閉所日、工場製作のみ実施している期間、工事全体を一時中止して
　　いる期間は除く。

53.工事着手前図面等 着工前の製本提出 ※A1版：各5部、A2版：各5部、A3版：各3部

　　特記事項の記載の《　》内表示番号は、解体共仕の当該項目、当該表、当該図を示す。
　　特記事項の記載の【　】内表示番号は、木造標仕の当該項目、当該表、当該図を示す。
　　特記事項に記載の [　] 内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該表、当該図を示す。

１　項目は番号に    印のついたものを適用する。

３　特記事項に記載の（　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該表、当該図を示す。
　　　　　　　　 ・ 印と ※ 印のある場合はともに適用する。
　　　　　　　　 ・ 印のない場合は ※ 印のあるものを適用する。
２　特記事項は   ・ 印のついたものを適用する。

４
４

３４ Ⅲ
３０

滋賀県立高等専門学校　新築機械設備工事（第３工区）

滋賀県野洲市市三宅地内 36,567.05

４　製造所名は「株式会社」の記載は省略し「」内は製品名を示す。参考メーカー,参考品番のため同等品以上は可。

建築工事、電気設備工事、その他は工事区分表による

４

９ １２ ２４
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公立大学法人滋賀県立大学建設工事執行規程

１４
大津

令和３ ７

家屋調査　特記事項
1.　工事に先立ち、家屋調査①～⑧について、調査を実施すること。
　　調査範囲は、建物外部・内部・塀等の工作物とする。

2.　リスト中の構造・面積等は目安であり、これに伴う増減はないものとする。
3.　近隣説明等において、外部調査のみ等の要望により、調査範囲の変更がある場合は、変更清算を行う。
4.　老朽化等が著しい建物・工作物がある場合は、情況に応じた養生等の措置を行うこと。

　　専門家により目視、測定等で調査を行い、写真等により記録すること。

建築面積

・ 押出成形セメント板工事

　公立大学法人滋賀県立大学

1
2
3

実習工場・実験室棟
体育館

新築
新築

鉄骨造
鉄骨造

2,152.49 44.80 2,197.29
1,519.01 1,519.01

2,123.05
1,534.50

4
5

新設される滋賀県立高等専門学校の施設の中で、正門近くに位置する実習工場・実験室棟と体育館。
鉄骨造・一部地上2階建ての実習工場・実験室棟は、高専特有の高度な実習や実験を行う施設である。
体育活動や課外活動、入学式等の式典に対応した体育館は、避難所としての利用も想定している。

　 小黒板情報電子化

　　発注者は、現場閉所（現場休息）の達成状況を確認し、「完全週休２日（土日）」が達成できない場合は、

　　なお、工事着手前に受注者が「完全週休２日」または「月単位の週休２日」の取組みを希望しない、または

　 設計変更の対象としない。

　 紙等による提出を行うことができる。

て、工事完成時までに請負工事成績評定実施要領に定める様式により、監督職員に提出することができる。

　（ただし、同一あるいは別々の発注者が、同一の建設業者と締結する契約工期の重複する複数の請負契約に係

 (6) 業務分担、連絡体制等を記載した書類（施工計画書など）

 (8) (6)の提出書類と同じ

　　①設計図書に定める内容とＶＥ提案の内容の対比および提案理由。

　　⑥その他ＶＥ提案が採用された場合に留意すべき事項。

　本工事でデジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、工事契約後、監督職員の承諾の得たうえでデジ
タル工事写真の小黒板情報電子化対象工事とすることができる。

　 利用

　２日」が達成できない場合は、請負代金額のうち労務費補正分および現場管理費補正分を減額変更する。
　請負代金額のうち現場管理費補正分を減額変更する。また、「完全週休２日（土日）」および「月単位の週休

　協議が整わなかった場合は、速やかに請負代金額のうち現場管理費補正分または労務費補正分および現場管理

４．予定価格は、実施要領に基づき「完全週休２日（土日）」を前提として、労務費および現場管理費を補正

40.デジタル工事写真の

41.情報共有システムの

　 するシステムを変更した場合においても、システムの利用料金は、共通仮設費の率計上分に含まれているため、
５.受注者は、監督職員と協議の上、本システム以外の情報共有システムを利用できるものとする。ただし、利用

　 対象としない。
３.本システムの利用料金は、共通仮設費の率計上分に含まれており、利用期間および利用の有無は、設計変更の

　自ら立案実施した創意工夫や地域社会への貢献（以下「創意工夫等」という。）として評価できる項目につい

　工事成績評定においての創意工夫等に対する評価は、施工計画書にそのことが記載され、または事前に受注者
から自主的に創意工夫等にかかる資料が監督職員あて提出され、その項目が創意工夫等に該当すると判断し、施
工等に反映されていた場合に評価するものとし、実施前に施工計画書に記載または資料等の提出がなされていな
い場合は評価しないものとする。
１.請負代金内訳書 
　　　受注者は、契約約款第３条に基づく請負代金内訳書（以下「内訳書」という。）を、監督職員を通じて発
　　注者に提出しなければならない。
２.内訳書の内容説明
　　　監督職員は、内訳書の内容に関し受注者の同意を得て、説明を受けることができる。ただし、内容に関す
　　る協議等は行わないものとする。

　　を専任で配置すること。

　　　なお、監理技術者補佐の建設業法第２７条の規定に基づく技術検定種目は、特例監理技術者に求める技術
　　検定種目と同じであること。
 (3) 監理技術者補佐は入札参加者と直接的かつ恒常的な雇用関係にあること。
 (4) 同一の特例監理技術者が配置できる工事の数は、本工事を含め同時に２件までとする。

　　る工事であって、かつ、それぞれの工事の対象となる工作物等に一体性が認められるもの（当初の請負契約
　　以外の請負契約が随意契約により締結される場合に限る。）については、これら複数の工事を一の工事とみ
　　なす。）
 (5) 特例監理技術者が兼務できる工事は管内（土木事務所、支所）の工事でなければならない。
 (6) 特例監理技術者は、施工における主要な会議への参加、現場の巡回および主要な工程の立会等の職務を適正
　　に遂行しなければならない。
 (7) 特例監理技術者と監理技術者補佐との間で常に連絡が取れる体制であること。
 (8) 監理技術者補佐が担う業務等について、明らかにすること。
２.本工事の監理技術者が特例監理技術者として兼務する事となる場合、
　前項 (1) ～ (8) の事項について確認できる書類を下記により提出すること。
 (1) 監理技術者補佐の資格を有する書類（一級施工管理技士等の国家資格者などの合格証など）
 (2) (1)の提出書類と同じ

　（３カ月以上の雇用関係を証明できる健康保険被保険者証の写しなど）
 (3) 監理技術者補佐の直接的かつ恒常的な雇用関係を証明する書類

 (7) (6)の提出書類と同じ

 (5) (4)の提出書類と同じ

３.本工事において、特例監理技術者および監理技術者補佐の配置を行う場合、または配置を要さなくなった場

　本工事は、契約後、受注者が希望する場合に、「営繕事業の建設現場における遠隔臨場に関する実施要領（滋
賀県版）」に従い、「建設現場の遠隔臨場」の対象工事とすることができる。
　「建設現場の遠隔臨場」とは、工事受注者における「監督職員の立会い等に伴う手待ち時間の削減や確認書類

　　の国家資格者、学歴や実務経験により監理技術者の資格を有する者であること。

という。）の配置を行う場合は以下の (1) ～ (8) の要件を全て満たさなければならない。

 (2) 監理技術者補佐は、一級施工管理技士補であって主任技術者の資格を有する者または一級施工管理技士等

４.受注者は、電子データによる交換・共有に適さない書類について、事前の協議時に監督職員にその旨を報告し、

　 本システムの規約（https://www.sct.or.jp/asp/）に従い手続きを実施すること。

２.受注者は、工事着手前に、監督職員に、現場代理人および主任技術者等のメールアドレスを報告するとともに、

１.本工事において、建設業法第26条第３項第２号の規定の適用を受ける監理技術者（以下､「特例監理技術者」

 (1) 建設業法第26条第３項第２号による監理技術者の職務を補佐する者（以下、「監理技術者補佐」という。）

の簡素化」や発注者（監督職員）における「従来の臨場の削減による効率的な時間の活用」等を目指し、動画撮
影用のカメラ 等により撮影した映像と音声をWeb会議システム等を利用して、公共建築工事標準仕様書、公共建
築改修工事標準仕様書、公共建築木造工事標準仕様書及び建築物解体工事共通仕様書（以下「標準仕様書等」と
いう。）に定める「監督職員の立会い」、「監督職員と協議」、「監督職員の検査」及び「関連工事等の調整」
を行うものである。なお、「建設現場の遠隔臨場」を実施するにあたり必要となる経費は、共通仮設費に含むも
のとする。
・全館無人改修　　　・執務並行改修

　本工事は、契約締結後に施工方法等の提案を受け付ける契約後ＶＥ方式の工事であり、次によることとする。
１.定義
　　　「ＶＥ提案」とは、契約約款第１９条の２の規定に基づき、設計図書に定める工事目的物の機能、性能等
　　を低下させることなく請負代金額の低減を可能とする工事材料、施工方法等に係る設計図書の変更について、
　　受注者（以下「乙」という。）が発注者（以下「甲」という。）に行う提案のことをいう。
２.ＶＥ提案の範囲 
　　　乙がＶＥ提案を行う範囲は、設計図書に定められている内容のうち工事材料および施工方法等に係る変更
　　により請負代金額の低減を伴うものとするが、以下の提案は原則として含めないこととする。
　① 施工方法等を除く工期の延長等の施工条件の変更を伴う提案。
　② 契約約款第１８条に規定された条件変更等に該当する事実との関係が認められる提案。
　③ 提案の実施に当たり、関係機関協議等、第三者との調整等を要する提案。
３.ＶＥ提案書の提出
 (1) 乙は前項のＶＥ提案を行う場合は、次に掲げる事項をＶＥ提案書（様式１～４）に記載し、甲に提出しなけ
　　ればならない。

　　②ＶＥ提案の実施方法に関する事項。（当該提案に係る施工条件等を含む）

　　④甲が別途発注する関連工事がある場合は、それとの関係。
　　③ＶＥ提案が採用された場合の工事代金額の概算低減額および算出根拠。

　　⑤工業所有権等の排他的権利を含むＶＥ提案である場合、その取扱いに関する事項。

 (2) 甲は、提出されたＶＥ提案書に関する追加資料、図書その他の書類の提出を乙に求めることができる。
 (3) 乙は、ＶＥ提案を契約の締結日より、当該ＶＥ提案に係る部分の施工に着手する３５日前までに提出できる
　　ものとする。

 (4) ＶＥ提案の提出にかかる費用は、乙の負担とする。

　合は適切にコリンズへの登録を行うこと。

 (4) 特例監理技術者が兼務する工事のコリンズの写し等

45.遠隔臨場

47.契約後ＶＥ方式に

46.改修工事の分類

　 関する特記事項

　 （受注者希望型）

44.特例監理技術者

43.請負代金内訳書

42.創意工夫

１.本工事は、滋賀県工事管理情報システム（情報通信技術を活用し、受発注間など異なる組織間で情報を交換

　 することとし、工事着手時に監督職員と協議のうえ運用するものとする。
 　共有することによって業務効率化を実現するシステムをいう。）の利用対象工事であり、原則本システムを使用

　費補正分を減額変更する。
　　本工事が単独発注の場合は「現場閉所」とし、分離発注工事の場合は「現場休息」とするものとする。
５．本工事が分離発注工事である場合、受注者は、分離発注工事である他工事の全ての受注者と協力し、工事の
　進捗に影響が出ないよう現場閉所（現場休息）の予定日等を調整したうえで「実施工程表」等を作成するもの
　とする。

　して工事費を積算している。

 5.受注者は工事開始日の前日までに現場代理人等を定め、所定の様式により届け出るものとする。
　含まないことに留意するものとする。）
 4.コリンズへ登録する技術者の従事期間は、実工期の範囲で従事する期間を登録するものとする。（余裕期間を

 3.余裕期間内は、主任技術者または監理技術者を配置することを要しない。また、現場代理人は工事現場に常駐

 2.余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うことができるが、資材の搬入、仮設物の設置等、工事の
　着手を行ってはならない。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うものとする。

　掲載の「工事における余裕期間制度実施要領（令和２年２月）（滋賀県）」および「建設工事における余裕期
　するまでの間に、所定の様式により、工事開始日を通知すること。取り扱いについては、滋賀県ホームページ
　事開始期限日までの間で、受注者は工事開始日を任意に設定することができる。なお、受注者は、契約を締結
　ができる余裕期間（契約締結日から工事開始日の前日までの期間）を設定した工事であり、発注者が示した工
 1.本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保等の準備を行うこと

　しないものとする。

　https://www.pref.shiga.lg.jp/zigyousya/nyusatsubaikyaku/kouzi/
　滋賀県＞事業者の方＞入札・売却・指定管理＞公共工事＞記事一覧「余裕期間制度について」
　滋賀県ホームページ

日間〇〇〇 6.実工期：工事開始日から
〇〇　（ただし、令和 年〇〇月〇〇日（工事開始期限日）までに工事を開始すること。）

　限日以降に契約締結となった場合には、余裕期間は適用しない。
　することにより、工事開始日の変更をすることができる。なお、低入札価格調査等により、上記の工事開始期
　契約締結後において、工事開始日の変更の必要が生じた場合は、監督職員と協議の上、工期に係る契約を変更

　間制度 運用マニュアル（令和３年３月）（滋賀県土木交通部）」に基づくものとする。

39.余裕期間制度
　 任意着手方式

項
事
通
共
般
一
１

項
事
通
共
般
一
１

、パラジクロロベンゼン

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図(総合図A1版1/50)を作成して、監督職員の承諾を受ける。

・ 着工後、速やかに全室の総合図の作図を開始し、展開図は必ず作成すること。
・ 総合図とは、躯体，各種設備機器や器具，主な設備ダクトやラック、設置予定の機器や家具など、各室各部の
　 使い勝手に関わる情報を平面図・天井伏図・展開図上にプロットした図面を指す。

・ 壁面コンセント・空調スイッチはサイズ・色調を統一し、コンパクトにレイアウトすること。
・ 総合図は現場での最終ヒアリングに使用するため、関連する躯体施工図作成の遅くとも3ヶ月前までには
　 作成し､関係者とのヒアリング内容の修正を反映した上で、監督職員の承諾を受け、最終施工図とすること。

・　施工上必要な一切の諸手続（仮設用電力･給水引込，道路等敷地以外（道路・公園等）の使用および施工承認
　 申請等）は、建築確認申請および仮使用承認申請を除き受注者にて行い、その費用を負担する。
・ 建築確認申請や仮使用承認申請の変更を要する場合、受注者は手続に必要な図面･書類の作成に協力すること。
・ 野洲市景観申請・検査など行政申請・検査に必要となる図面・資料作成・サンプル提出を行うこと。

・ 本工事と関連する別途工事については、受注者はその施工に協力すると共に、円滑な工事推進が行われるよう
　 調整を行う。
・ 別途工事との調整に当たって監督職員から指示のある場合はこれに従う。

54.設備工事との取合い
(総合図の作成) (平面詳細図、展開図、天井伏図、他)

55.官公署その他への
　 手続き

56.別契約の関連工事

・ 発注者工事などの別途工事の機器および配管、配線、ダクト、ラックも全て総合図に作図すること。

屋外付帯工事 新設 332.93 344.96332.93
新築 鉄骨造 0.00 225.40渡り廊下５
新築 鉄骨造 0.00 19.60渡り廊下６
新築 鉄骨造 0.00 41.30渡り廊下７

0.00
0.00
0.00

4,049.23 4,288.81
6

鉄骨造

本工事では、上記に伴う機械設備工事を行う。



特記仕様書２

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）
334956

4756
一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 特記仕様書　その２
-
-

M003

事

項

通

共

般

一

●

●

●

電気設備工事

建築工事

撤去工事

厨房機器設備

浄化槽設備

雨水利用設備

ガス設備

消火設備

給湯設備

排水設備

給水設備

衛生器具設備

自動制御設備

排煙設備

換気設備

空気調和設備

特　記　事　項章 項　目 特　記　事　項章項　目 特　記　事　項章

屋　 外

●

○

○

○

○

●

●

●

●

●

●

○

○

●

●

建物及び屋外工事種目

工事種目（●印を適用し、各一式とする。）

滋賀県機械設備工事特記仕様書２

工事項目に建築工事及び電気設備工事を含む場合、その工事は当該図面による。

下記の特記事項は、選択肢となっている場合は●印がついたものを本工事に適用する。ただし、●印のないものは※印を適用する。

下記の項目は、●印のついたものを本工事に適用する。

章 特　記　事　項項　目

一

般

共

通

項

事

監督職員事務所の備品等　　　※設ける　　　　　○設けない

なる資料又は外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

但し別表１に示す設備機器等の製造者等は次の１）から６）の事項を満たすものとし、証明と

施工前に、当該工事に係わる地中埋設物等（建物内又は既設コンクリート内の既設配管・配線も

含む）について事前調査を行う。既設構造物の位置及び既設埋設配管の経路等が不明な場合は、

 ２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

 ３）安定的な供給が可能であること。

 １）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

 ４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること。

 ５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

 ６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

はつり、穴開け及びあと施工アンカー等の施工にあたり、埋設物の事前調査を行う。

施工場所を鉄筋探査機（電磁波レーダー法）により探査し、鉄筋及び配管類の位置に墨出しを行うものとし、

●

● 機材などの検査及び試験

機材の承諾

● 設備機材等

気 類物 種の工 作 ※事業用電気工作物　　○一般用電気工作物電○

保 規 程安○

機材の承諾に際しては、原則として機械設備工事機材承諾図様式集（令和元年版）による。

ただし、これによらない場合は監督員との協議による。

検査及び試験を行うべき機材等は、標準仕様書又は改修標準仕様書による。

工事用電力設備の保安責任者として、法令に基づく有資格者を定め、監督職員に報告する。

●

●

電気保安技術者

保安責任者は、適切な保安業務を行う。

適用する技能検定の職種及び作業の種別は以下による。

〇配管（配管工事）　　〇建築板金（ダクト製作及び取付け）　　〇熱絶縁施工（保温工事）

〇冷凍空気調和機器施工（チリングユニット、パッケージ形空気調和機の据付け及び整備）

○ 技能士

工事用電力設備

の保安責任者

○ 施 査調工

事前調査の内容は次による。

調査範囲　本工事との取り合いのある範囲及び本工事の施工により影響が及ぶ範囲

調査方法　スケール・レベル・目視による他、監督職員との協議による。

標準仕様書又は改修標準仕様書によるほか、下記による。

探査方法及び試験堀方法を監督職員と協議する。

○ 地中埋設物等

○ 非 破 壊 検 査

本工事に必要な工事用電力・水等の費用及びそれらに関する官公署への諸手続き等の費用は、

受注者の負担とする。

● 工事用電力・水その他

工 事 設仮 物用●

部位等 仕上げ

● 監 督 所事員 務職

　　仕上げの程度は、下表を標準とする。

 合板又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルションペイント塗り

 塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

 合板張り又はビニル床シート張り 床

 内壁・天井

 屋根

施工計画調査は、改修標準仕様書第１編第１章１．５．１による。

調査項目　改修対象建物及び同建物内設備配管・ダクト等・屋外埋設配管等埋設物

費用は本工事とする。放射線透過検査を用いる場合は監督職員と協議するものとし、費用は別途とする。

構内につくることが　※できる　　 ○できない

○設ける（規模：○10　○20　○35　○  　）ｍ2 程度　※設けない

● 交 通 誘 導 員

監督職員事務所の設置位置　　※構内　　〇既存建築物の一部　　〇構外

●設ける（延べ　　　人・日）　※設けない

● 別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

る基準」における２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。

また足場の種別については次による。なお、単管足場、枠組足場を用いる場合における設置場所に

ついては図示による。

　内部足場　※Ａ種、Ｂ種、Ｃ種、Ｄ種　　〇Ｅ種（単管足場）　〇Ｆ種（くさび緊結式足場）

　　　　　　〇Ｇ種（枠組足場）

　外部足場　〇Ａ種（枠組足場）　〇Ｂ種（くさび式緊結足場）　〇Ｃ種（単管足場）

足場・桟橋類

○ 仮設間仕切り

生養●

固定された備品、机、ロッカー等移動・復旧　○行う　数量等（　　　　）　　※行わない

既存部分の養生　　※行う　〇行わない　養生の方法　※改修標準仕様書による　○（　　　　）

○ 撤去

生発● 等処 理の材

　　引渡しを要するもの　　　　　　　　　　　　　●なし　　〇あり（機器類・金属類等）

に切断等の処理を行う

機器・配管・ダクト等の撤去後のアンカーボルトや釣りボルトについて、保守に支障が無いよう

２）冷媒については関係法令に従い適切に破壊処分を行う（家電リサイクル法対象機器を除く）。

　　積込み　※本工事　〇別途　　　　　処分費　※本工事　　〇別途

　　運搬費　※本工事　　〇別途

　　フロン系冷媒使用機器の撤去　　　　　　　　　●なし　　〇あり

※本工事で設ける場合は標準仕様書第２編第４章第１節４．１．１又は、改修標準仕様書第１編第２章

第２節２．２．１によるほか、足場の設置においては、「手すり先行工法による足場の組立て等に関す

屋内に仮設間仕切りを設ける場合は、改修標準仕様書第１編第２章第２節２．２．３による。

工事の施工に必要な官公署その他への手続きは、標準仕様書第１編第１章第１節１．１．３又は改修標準

仕様書第１編第１章第１節第１．１．３による。

官公署その他への手続き●

養生を行う場合は、標準仕様書第１編第１章第３節１．３．１０又は改修標準仕様書第１編第３章による。

１）標準仕様書第１編第１章第３節１．３．９又は改修標準仕様書第１編第５章による。

　　　（上記機器類の撤去は改修標準仕様書第３編第２章第４節２．４．２、２．４．３及び同第５編第２章

　　　　第３節２．３．２による。）

 休憩室  畳敷き

　　　　　　※Ｄ種、Ｅ種　　　　〇Ｆ種（高所作業車）

本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとする。

　よび検査写真を提出すること)。

ハ　液化石油ガスの各種検査は、供給者または保安機関の検査を受け合格すること(記録紙お

配管材料は標準仕様書第２編第２章第１節又は改修標準仕様書第２編第２章第１節による。

目

項

用

適

通

共

給水設備●

排煙設備○

換気設備●

● 空気調和設備

既設配管接合部の試験

溶接接合

フレキシブルジョイント

伸縮管接手

一般用弁

配管材料等

既設配管を含む部分の試験　※要（試験項目は監督職員の指示による）

※適用しない　〇適用する（〇放射線透過検査　〇浸透探傷検査又は磁粉探傷検査）

また、溶接部の非破壊検査は、

２．３．１６による。

配管の溶接接合は標準仕様書第２編第２章第５節２．５．１５又は改修標準仕様書第２編第２章第３節

ＦＪＢ：フレキシブルジョイント（ベロース形）　ＦＪＧ：フレキシブルジョイント（合成ゴム製）

図中、フレキブルジョイントの略式記号は下記による。

※ベロース形　　〇スリーブ形

鋼管用伸縮管接手は下記による。

水道直結部及び図面特記部の耐圧はＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ、その他はＪＩＳ又はＪＶ５Ｋとする。

リサイクル材料を使用しなくてもよい。

また各設備において。リサイクル材料が指定された場合、規格サイズがないものについては、

○

●

○

●

●

●

　　　卓上機器は、転倒防止用の措置を講じたものとする。

　　　操作卓は本体を床又は壁にアンカーボルトで固定できるように固定金具を備えたものとし、

　３）中央監視装置及び操作卓

　　　設計用水平地震力の１／２とする。

　２）設計用鉛直地震力

　　　重要機器は、消火設備とする。

　　　中間階：地下階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

　　　　　　　上層３層、１３階以上の場合は上層４階

　　　上層階：２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２層、１０～１２階建の場合は

　　　上層階・中間階の定義は次の通りとする。

　　　の建物が混在する場合は、特定の施設を適用する。

　　　屋外に設置する機器は建物の耐震安全性の分類に準じる。ただし、敷地内に甲類の建物と乙類

　　　耐震安全性の分類が甲類の建物は特定の施設を、乙類の建物は一般の施設を適用する。

　　イ）設計用標準水平震度　　　　　※下表による　　〇図示による

　　　及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　　　機器の重量［ｋＮ］（水槽類は満水時の液体重量を含む設備機器総重量）に、地域係数１．０

　１）設計用水平地震力

監督員の承諾を受ける。

震力及び設計用鉛直地震力に対し、移動、転倒、損傷等が生じないように検討（計算等）を行い、

設備機器の固定は、施設の分類並びに機器の種別、重要度及び接地階に応じて、次の設計用水平地

２．０

　※建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則 第四条の二による

　〇標準仕様書による

　※平成１５年３月２５日付け厚生労働大臣告示１１９号第二の一の１の（４）による

〇雑用水の水質の測定

●飲料水の水質の測定

〇騒音の測定（測定箇所及び規制値は図示による）

〇風量調整（測定共）

●騒音の測定（測定箇所及び規制値は図示による）

●騒音の測定（測定箇所及び規制値は図示による）

●風量調整（測定共）　●水量調整（測定共）　　●室内外空気の室温度測定

耐震措置

水槽類

防振設備設置

機器

水槽類

防振設備設置

機器

地階・１階

中間階

水槽類

防振設備設置

機器

 上層階・屋上・塔屋

機器種別

１．０

０．６

０．６

０．４

０．６１．０

１．０ ０．６

１．０１．５

１．０ ０．６

１．０１．５

２．０ １．５

１．０１．５

２．０

１．５

１．５

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

１．０１．５

１．０

１．０

１．５

１．５

１．５

２．０

２．０

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

●一般の施設○特定の施設

●

　（参考URL http://www.pref.shiga.jp/d/haikibutsu/gomizero/h2112reeflet.pdf）

(3)滋賀県リサイクル製品認定制度に基づく滋賀県リサイクル製品

(2)建設リサイクル法により再資源化されたリサイクル製品、材料

(1)グリーン購入法に基づくエコマーク商品

タ　環境配慮の視点から、以下の材料の利用に努めること。

　の上、安全に処理する。

　等の工事を行い、軽微なものは本工事内とする。また撤去工事は特に既設配管の行先を確認

ヨ　当該工事において、既設配管、既設埋設配管があった場合は監督職員の指示により、迂回

カ　保温工事については、極力滋賀県保温保冷事業協同組合員等県内業者とする。

　取付ける。

ワ　配管には空気だまりの無いように施工し、図示以外で施工必要箇所には自動空気抜き弁を

　防災認定マークを貼付されたものとする。

ヲ　風量調整ダンパー、防排煙ダンパー類は、全て工場製作品とし、(財)日本建築センターの

ル　機器の据付、配管支持については、『建築設備耐震設計施工指針』を参考とする。

ヌ　機械設備工事内に含まれる電気設備工事は、電気設備工事の基準に基づき施工する。

　工場製品を使用し、漏水防止を図る。

リ　コンクリート製排水桝、汚水桝、浄化槽と硬質塩化ビニル管の接続部は砂付き加工の

チ　空気調和設備における仕切弁については、100Ａ以上はバタフライ弁(JIS10K)とする。

ト　暖房給湯設備における試運転用油量は、オイルストレージタンクの1/3以上とする。

　を巻きモルタル埋めする。

ホ　地中埋設の鋼管類は防食処置を行う。また、コンクリート貫通箇所はプラスチックテープ

ニ　給水配管の接合剤は、上水道用の接合剤とする(継手指定品を除く)。

　要領に準ずる。

ヘ　建物内埋設配管は全てスラブより吊るものとし、その要領は標準仕様書の屋内配管の支持

ロ　液化石油ガス設備工事の作業に従事する者は、液化石油ガス設備士であること。

イ　液化石油ガス設備工事を施工するものは、特定液化石油ガス設備工事事業者であること。● 等項事意留の上工施

部位 アスベスト含有調査の判断

配管エルボ部保温材

ダクトパッキン  〇含有をみなしとし調査は不要 〇含有を見なしとせず調査は必要

 〇含有をみなしとし調査は不要 〇含有を見なしとせず調査は必要

 〇含有をみなしとし調査は不要 〇含有を見なしとせず調査は必要

部位

配管エルボ部保温材

ダクトパッキン

　　アスベスト含有調査の実施　　●なし　　〇あり

３）次に示す部位のうち、アスベスト含有分析調査の判断は以下による。

煙道断熱材

　　分析対象資機材

煙道断熱材

定性分析 定量分析 備考

　採取箇所は図示による（試料数：　　）（試料数：　　）

　採取箇所は図示による（試料数：　　）（試料数：　　）

　採取箇所は図示による（試料数：　　）（試料数：　　）

４）アスベスト含有分析調査を行う場合の調査方法は以下による。

　　　含有の有無を判定するための定性分析方法」又はJIS A 1481-3「建材中のアスベスト含有

　　　調査費用　※本工事　　〇別途

５）分析調査結果については、監督職員に報告すること。

　　　〇ダクトパッキン　〇配管エルボ部保温材　〇煙道断熱材

　　※JIS A 1481-2「建材製品中のアスベスト含有率測定方法－第２部：試料採取及びアスベスト

７）下記に示す発生材については工事補足説明事項による。

　　　　　　　　　　〇アスファルト・コンクリート

　　その他発生材　　〇建設汚泥　〇廃プラスチック　〇保温材　〇衛生陶器

　　再生資源材　　　〇コンクリート　〇コンクリート２次製品　〇木材

● 建設発生土の処理 ※場外指定場所に搬出（運搬及び処分費　※本工事　〇別途）

受入時間：

受入期間：

受入可能な土質区分：

受入条件搬出場所

名称：株式会社向茂組

住所：東近江市蛇溝町字長谷野1393番

その他：

搬出場所、受入条件等は発注時点のものであるため、施工計画や実施工程により確認し、監督職員に

報告する。併せて、近隣の受入先を調査の上、搬出場所、受入条件等が確認できる資料を監督職員に

提出し、搬出場所について協議するものとし、必要に応じて設計変更の対象とする。

提出後、監督職員へ搬出場所での受入を証明する資料を提出する。

著 権 等作● 当該建物において取得する、施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲する

ものとする。

　　　測定方法－第３部：アスベスト含有率のＸ線回析定量分析法」による。

〇場内指示の場所にたい積　　　○場内指示場所に敷きならし

５）　保温を施す膨張タンク等のふた及びネック部分の保温は　※要　〇不要とする。

４）　油管の地中埋設管は標準仕様書第２編第２章第７節２．７．３（３）による。

　　　はエアー抜き弁までとする。

３）　エアー抜き管の保温厚は２０ｍｍとし、仕様は当該配管の項に準ずる。又、保温を行う範囲

　　　保温外装と同材質にて外装を行う。テープ等での外装は行わない。

２）　冷媒管における集合配管において、室外機との間が単独配管となった場合は、集合配管用

　　　ずれ止め固定を施す。

　　　また、屋外における保温化粧ケースの下部カバーは　●要　※不要　とし、竪管部には

１）　パッケージ形空気調和機に用いる冷媒管の保温外装は次による。

　　　（屋内地中配管）　　※リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

　　　　　　　　　　　　　〇リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

取付枠 防火区画部に取り付ける吹出口、吸込口等で取付枠を必要とするものは鋼枠を使用する。○

３）　点検口は内貼り仕様又は断熱戸とする。

　〇全空気方式（〇中央　〇各階ユニット）　〇全空気方式（〇中央　〇各階ユニット）

　　　（屋外地中配管）　　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

　　　　　ステンレス鋼管の接合は以下による。

　　　　　　　　　　　　　〇ポリエチレン粉体ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＰＡ、ＳＧＰ－ＦＰＡ）

　　　　　　　　　　　　　〇硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＡ、ＳＧＰ－ＦＶＡ）

９）　パッケージ形空気調和機の２次側配線の仕様は製造者の標準仕様とする。

８）　冷媒管　　　　　　　※断熱材被覆銅管　　〇銅管　　〇鋼管

７）　空調用排水管　　　　〇配管用炭素鋼鋼管（白）

６）　空調用給水管　　　　〇ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３０４）

５）　油管　　　　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（黒）［トラフ内共］

４）　蒸気還管　　　　　　※圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）

３）　蒸気給水管　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（黒）　〇圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）

２）　冷却水管　　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）　〇硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　　　　　　　　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）

１）　冷温水管・膨張管・エアー抜き管及び膨張タンクからボイラー等への補給水管

ばいじん量測定口

ばい煙濃度計

鋼板製煙道

温度計

煙道に８０φ以上のフランジ付きの検査口を設ける。

※ファン付　　〇ファンなし

〇設けない　　〇設ける（電源は熱源機器付属制御盤より取出し、配管配線共本工事に含む）

厚さ　　　※図示

※工業用バイメタル式温度計　　〇ガラス製棒状温度計　　〇ガラス製二重管温度計

温度計は次による。

〇図示

〇保証化粧ケース（樹脂製）　●合成樹脂カバー１　〇図示

露出部隠ぺい部

※不要

※不要　〇要

●図示

○保温化粧ケース（〇樹脂製〇溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛鉄板製○ステンレス鋼板製）

〇溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛鉄板　　　●ステンレス鋼板　　　　〇図示

集合配管の場合

単独配管の場合

［屋外］

集合配管の場合

単独配管の場合

［屋内］

（図面特記部分は除く）

保温及び塗装 標準仕様書又は改修標準仕様書の当該事項による。ただし、次の部分は本仕様とする。

　　　　　　呼び径７５Ｓｕ以上　溶接接合、ハウジング形管接手による接合又はフランジ接合

　　　　　　呼び径６０Ｓｕ以下　拡管式

配管材料

●割込み工法　　〇直付け工法

〇アングルフランジ工法　　　　●コーナーボルト工法

※低圧ダクト　　〇高圧１ダクト　　〇高圧２ダクト

ダクトの分岐方法

ダクトの工法

ダクトの種別

●

設計時の温湿度条件

方式

○

○

○

○

●

●

●

●

４０％

４５％ ２４℃

 -  ℃

５０％

 -  ％１９℃

２８℃

８０．６％

５８．７％

ー０．２℃

３４．５℃

温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ）

場所 屋外（　　彦根　　市） 屋内（調整目標値）

一般事務室・教室 サーバー室

●

夏期

冬期

時期

　〇ファンコイル・ダクト併用方式　〇個別方式

〇既設

調

和

設

備

気

空

　〇ファンコイル・ダクト併用方式　●個別方式

※新設　　　〇改設●

天井仕上区分

防火区画
（　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

〇平面図　　●図示　　〇

○

●

（図面特記部分は除く）

防火防煙ダンパー

防煙ダンパー及び

ダクト及びチャンバー、消音エルボの内貼り（箇所図示）は次による。消音内貼●

　　　　　　　　〇手動復帰式

復帰方式は　　　※遠隔復帰式○

　　　（但し、ダクト及び消音エルボは、内形寸法を示す。）

２）　チャンバーの寸法は、外形寸法を示す。

１）　消音内貼り部分の外部保温は　　　〇要　　※不要

する場合は、紙製仮枠を使用してもよい。その場合は、変形防止の措置を講じ、かつ配管施工

被覆管を地中配管する場合は、標準仕様書第２編第２章第７節２．７．１（５）又は改修標準仕様書

標準仕様書第１編第１章第７節１．７．４又は改修標準仕様書第１編第１章第８節１．８．５によるほか

　　　　　　　　　　　　機器を取り付けるあと施工アンカーについて行う。

　　　　　　　　　　　　築工事編）（平成３１年版）第８章１２節８．１２．７）によるものとし、重要

　　　　　　　　※行わない

　　　　　　　　　　　　令和元年版）第８章１２節８．１２．７）による。

性能確認試験　　〇行う（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の建築改修工事監理指針（下巻）

あと施工アンカー等を行う場合は、改修標準仕様書第２編第５章による。

はつり及び穴開けを行う場合は、改修標準仕様書第２編第４章による。

第２編第７章第５節による。

機器付属金属及び配管、ダクトの支持金物は標準仕様書第２編第４章第６節又は改修標準仕様書

前に仮枠を必ず取り除く。

柱、梁及び耐震壁以外の箇所で、開口補強が不要、かつ、スリーブ径が２００φ以下の部分に

インサート及びアンカー●

はつり及び穴開け●

鋼材工事●

第２編第２章第５節２．５．１（１２）による。

標準仕様書第２編第２章第７節２．７．３又は改修標準仕様書第２編第２章第５節２．５．３による。

スリーブ●

かご形誘導電動機－低圧トップランナーモータ）による。

電動機出力が０．７５ｋＷ以上の低圧三相かご形誘導電動機の規格は、JIS C 4213（低圧三相誘導電動機●

ただし、電動機の出力、燃料消費量及び圧力損失は表示された数値以下とする。

機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。容量等の表示●

ＰＦ管で配管する場合は、ボックスを使用する。

電線及び電線管等については標準仕様書第４編第１章第５節による。電線及び電線管ボックス●

※鋼板製　　〇ステンレス鋼板製

開放形膨張タンク、補給水タンク及び消火用充水タンクの材質は次による。開放形膨張タンク等●

機器名称等の表示

保温及び塗装

埋設配管の防食処理

地中配管の埋戻し土

なお大温度差空調等の場合は吹出口ボックス内に露出となる吊りボルトに結露対策を施すこと。

ボックスの吊りは３点支持を標準とし、重量物及びこれによらない場合は、監督職員と協議する。

以上の亜鉛鉄板で補強を施したものとする。

はJIS A 4009（空気調和及び換気用ダクトの構成部材）によるものとし、厚さ０．６ｍｍ

ボックスの材質について、特記がない場合は亜鉛鉄板製とする。ただし、グラスウール製とする場合

ステンレス製ダクトの板厚は、JIS A 4009 2017による。

吹出口及び吸込口ボックス●

ステンレス製ダクトの板厚○

●

機器に表示する内容は監督職員の指示による。

　　　　　　　　　　　　　　〇ビーズ法ポリスチレンフォームに準ずるもの

７）　合成樹脂製支持受　　　※硬質ウレタンフォームに準ずるもの

　　　・廊下　　　　〇要　〇不要　〇図示　　　〇　　　　室　　〇要　　※不要

　　　・車庫　　　　〇要　　※不要　　　　　　〇一般居室　　　※要　　〇不要

　　　・屋上階　　　〇要　　※不要　　　　　　〇機械室　　　　〇要　　※不要

　　　・外壁廻り　　※要　　〇不要　　　　　　〇書庫、倉庫　　〇要　　※不要

６）　各場所に露出の保温を施さないダクト及び配管の塗装は以下による。

５）　車庫に露出のダクト及び配管の保温は、機械室による。

　　　※溶融アルミニウム・亜鉛鉄板　〇カラー亜鉛鋼板　〇ステンレス鋼板

４）　弁・ストレーナなどの金属製カバー外装及びタンク類の保温外装材の種別は、次による。

３）　屋内露出配管（冷媒管を除く）の保温外装材は、原則、合成樹脂製カバー１とする。

　　　※溶融アルミニウム・亜鉛鉄板　〇ステンレス鋼板

２）　屋外露出配管（冷媒管を除く）の保温外装材は次による。

　　　保温材が併記されている箇所は、いずれかを使用する。

１）　標準仕様書において、ロックウール保温材、グラスウール保温材及びポリスチレンフォーム

ただし、地中配管の排水用塩ビライニング鋼管は、防食措置を行う。

する。

その他の管を地中配管する場合は、山砂等で管の周囲を埋め戻した後、掘削土の中の良質土を使用

●

●

●

ポンプ排水　　●有り（●汚物　〇雑排水　　〇雨水　〇湧水　　〇浄化槽２次側）　〇無し

１）　汚水　　　※直放流下水管　　〇浄化槽

　　　　　　●硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ、ＳＧＰ－ＦＶＤ）(※一般系統〇雑用水系統)

〇水道直結増圧方式（水道用直結加圧形ポンプユニット）

１）屋内配管〇ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３０４）（※一般系統　　　〇飲料水系統）

排気フードの補強、支持金物、接合剤等は、亜鉛鉄板製ダクトの当該事項によるものとし、排気フード

厨房用ダクトの板厚

１８００ｍｍを超えるもの　　　　　　　　　　　　　１．２ｍｍ

１２００ｍｍを超え１８００ｍｍ以下　　　　　　　　１．０ｍｍ

４５０ｍｍを超え１２００ｍｍ以下　　　　　　　　　０．８ｍｍ

４５０ｍｍ以下　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．６ｍｍ

ダクトの長辺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　板厚

　※ステンレス鋼板（補強共）

材質は次による。

厨房用のダクトは亜鉛鉄板製とし、板厚は次による。

○

○

排気用ダクト　　●割込み工法　　〇直付け工法

給気用ダクト　　●割込み工法　　〇直付け工法ダクトの分岐方法○

●

● ※低圧ダクト　　〇高圧１ダクト　　〇高圧２ダクト

〇アングルフランジ工法　　　　●コーナーボルト工法ダクトの工法

ダクトの種別

気

換

設

備

廊下及び暗渠内の保温　〇要（図示）　　　※不要保温○

汚水・雑排水と雨水　　　屋外　　●分流式　　〇合流式

汚水と雑排水　　　　　　屋内　　●分流式　　〇合流式

放流先

排水方式

加入金等

管の埋設深さ

水栓柱

弁類

　　名称：

●要（〇本工事　　●別途工事）　　　〇不要

２）　構内車両通路　　　※６００ｍｍ　　　〇

１）　一般敷地　　　　　※３００ｍｍ　　　〇

特記なき場合、寸法は７０×７０×１３００Ｈ、取付け高さは約６００Ｈとする。

※合成樹脂製　〇ステンレス製

飲料水系統の弁類は厚生労働省基準に準じた鉛レスとする。

配管材料

給水方式

　　　　　　●硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ、ＳＧＰ－ＦＶＤ）

　　　　　　〇ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　　　　〇水道配水用ポリエチレン管（ＪＷＷＡ　Ｋ　１４４）（呼び径７５以上）

　　　　　　〇水道用ポリエチレン二層管（呼び径５０以下）

２）屋外配管〇水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　　　　〇硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ、ＳＧＰ－ＦＶＤ）

　　　　　　〇ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３１６）

（地中配管）〇水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　　　　〇ナイロンコーティング鋼管（ピット水槽内部）

　　　　　　○水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）：５０Ａ未満

〇水道直結方式　　　●ポンプ直送方式（小型給水ポンプユニット）　　　〇高置タンク方式

取付高さ

備

設

具

器

生

衛

　　　洗面器　※８００　　〇７５０

１）　洗面器の取付高さ（床面より前縁上端まで）は次による。ただし、身体障害者用器具は除く。

排煙口 １）　形状　　　　　〇スリットフェース形　　　〇パネル形　　　〇ダンパー形

※亜鉛鉄板製　　　　〇普通鋼板製

●

排

水

設

備

●

●

●

●

●

　　　　　ステンレス鋼管の接合は以下による。

　　　　　　呼び径７５Ｓｕ以上　溶接接合、ハウジング形管接手による接合又はフランジ接合

　　　　　　呼び径６０Ｓｕ以下　拡管式

（図面特記部分は除く）

●

●

水

給

設

備

●

　　　とする。

４）　ダンパー本体及び操作箱との渡り配線は本工事とし、それ以降の制御配管配線は別途工事

３）　復帰装置　　　〇手元復帰式（〇手動式　〇電気式）　　　〇遠方復帰式

２）　排煙口の開放　〇手動（〇機械式　〇電動式）　〇煙感知器連動

○

ダクトの材料○

※アングルフランジ工法

〇高圧１ダクト　　〇高圧２ダクト

○

○

ダクトの工法

ダクトの種別
排煙対象部分 〇廊下　　〇事務室　　〇図示　　　　　最大面積　　　ｍ2排

煙

設

備

○

保温

排気ダクトは外壁から１ｍについて保温を行う

上記以外で外気取入ダクトに保温を行う室：　※図示による  　●全て

全熱交換器以降の外気取入ダクトの保温（空調を行っている室について）　　●要　　※不要

全熱交換器までの外気取入ダクトの保温（空調を行っている室について）　　※要　　〇不要

外気取入ダクトの保温（空調を行っている室について）　　　　　　　　　　※要　　〇不要

浴室・厨房（多湿箇所）の外気取入ダクトの保温　　　　　　　　　　　　　※要　　〇不要●

●

施工する。

必要な関係諸官庁への申請手続き等は、全て受注者の負担とする。

本図は、工事の大要を示すものであるから、詳細位置等については監督職員と打合せの上、その指示に従い

その他関係諸法規に基づき完全に施工する。

施工基準

施工監理チェックリスト

度版）に従う。

●

○ 石綿含有建材の事前調査

　こと。

1. 大気汚染防止法、労働安全衛生法、石綿障害予防規則、その他石綿処理に関する諸法令に基づき実施する

施工に際し、施工手引き書である機械設備工事施工監理チェックリスト（滋賀県土木交通部建築課　令和元年

○ 冷媒にフロンを使用している機器の撤去においては、フロン排出抑制法に基づきフロンガスを全量回収し、大

気放出をしない処理を行うこと。また、施工に当たっては特定フロンを使用した材料、工法を用いないこと。

フロンの回収等

消火設備の種類●

○ 保温

配管材料
（図面特記部分は除く）

●

配管材料

給湯方式

火

消

設

備

● 保温

●

（図面特記部分は除く）

●湯

給

設

備

加入金等●

配管材料●

（図面特記部分は除く）

６）　暗渠内（ピット内を含む）の空調用ドレン菅は保温（〇有　※無）とする。

３）　雨水ポンプアップ　〇直放流下水管　　〇雨水側溝（建築工事）　　〇雨水桝（建築工事）

４）　湧水ポンプアップ　〇直放流下水管　　〇雨水側溝（建築工事）　　〇雨水桝（建築工事）

２）　雑排水　　※直放流下水管　　〇浄化槽　　〇別途桝（建築工事）

１）　屋内汚水管　　　　　※排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　　　（地中配管）　　　※リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

２）　屋内雑排水管　　　　※排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　　　　　　　　　　　　●硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

〇連結送水管　　〇連結散水　　〇フード等用簡易自動消火装置　　〇屋外消火栓　〇消防用水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　接手は圧送排水鋼管用可とう接手（JPF MDJ 003）による。

●屋内消火栓　　〇スプリンクラー　　〇泡消火　　　〇不活性ガス消火

１）　一般配管　　●配管用炭素鋼鋼管（白）　　〇圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　　〇図示

２）　地中配管（屋内及び屋外）　　　※消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）

消火用充水タンクの保温を　※施工する（膨張タンクによる）　〇施工しない

消火用呼水タンクの保温を　※施工しない　〇施工する（膨張タンクによる）

屋外露出管の保温を　※施工する（給水管の保温仕様に準ずる）　〇施工しない

２）　ガス湯沸器の排気筒の隠蔽箇所の保温は、標準仕様書第２編第３章３．１．５の表２．３．５による。

●ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３０４）　　〇ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３１６）

〇銅管（壁又は床埋設をする場合は、保温付被覆銅管を使用してもよい。）

　　　　　ステンレス鋼管の接合は以下による。

　　　　　　呼び径６０Ｓｕ以下　拡管式

　　　　　　呼び径７５Ｓｕ以上　溶接接合、ハウジング形管接手による接合又はフランジ接合

１）　膨張管・補給水管の保温は冷温水管に準ずる。

〇中央式　　●局所式

　　　（ただし汚水・雑排水槽内は硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＦＶＤ）、屋外の地中

　　　　　　　　　　　　　　（樹脂製小口径桝との接続には、変換ソケットを使用する）

　　名称：

〇要（〇本工事　　〇別途工事）　　　●不要

６）　衛生器具との接続管　　　　　※リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

　　　　配管は硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）とする。）

　　　　　　　　　　　　（湧水）　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）

５）　ポンプアップ排水管（汚水・雑排水）※硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＡ）

　　　　（地中配管）　　　※リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

４）　通気管　　　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　　　　　　　　　　　〇コンクリート管

３）　屋外汚水・雑排水管　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

　　　　　　　　　　　　　●硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

　　　　（地中配管）　　　※リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

　　　　　　　　　　　　　〇配管用炭素鋼鋼管（白）

●要（〇本工事　　●別途工事）　　　〇不要

※溶接工法　　●ガス供給会社規定による

〇ネジ工法　　〇ＳＧＭ工法　　〇ＰＥ管工法　　　●ガス供給会社規定による

［屋外］　※ポリエチレン管

［屋内］　※配管用炭素鋼鋼管（白）　●ポリエチレン被覆鋼管（ピット内）

●都市ガス発熱量　４５，０００ＫＪ／ｍ3（Ｎ）　●液化石油ガス（※５０ｋｇ　〇２０ｋｇ）

●

（ガス供給会社規定による）
配管材料

● ガスの種類

●

●
● 負担金

地下配管の接合方法

ピット内施工法

備

設

ガ

ス

項　目

○室内気流及びじんあいの測定

●風量調整（測定共）　○室内気流及びじんあいの測定

3. 事前調査結果は書面で発注者に説明すること。

4. 事前調査結果を作業場に備え付け、事前調査結果及び作業内容等を掲示すること。

5. 工事に係る部分の床面積の合計が80㎡以上の建築物の解体工事、請負金額100万円以上の建築物の改修工事

　等の事前踏査を実施したときは、その結果を工事開始前までに石綿事前調査報告システムにより労働基準監

　督署及び県（大津市内は大津市）に報告するとともに、発注者に書面で報告すること。

2. 石綿の事前調査は、建築物石綿含有建材調査者講習登録規程に規程する建築物石綿含有建材調査者等

　有資格者によるものとすること。

標準仕様書又は改修標準仕様書に規定する電気保安技術者をおくものとする。

当該施設の定める保安規定を（※適用　○準用）し、電気保安技術者が保安業務を行う。

６）次のアスベスト含有資機材は関係法令に従い適切に処理する。

　　　　　　　　○行わない

施工後確認試験　※行う（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築改修工事標準仕様書（建

実習工場・実験室棟

●

転

調

運

試

合

総

整

夏期14時参考

　　　　　　　　　　　　　○耐衝撃性水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　　　　　　　　　　　●硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

　　　　　　　　　　　　　●硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

（スケルトン天井内は隠ぺい部相当とする）

保温を行う場合の仕様は標準仕様書第２編第３章第１節による。

　　　　　　○耐震型高性能ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）：５０Ａ以上

　　　　　　○耐震型高性能ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　●硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　●消火用ポリエチレン管

　　　　　　　　　　　　　●建築用耐火性硬質ポリ塩化ビニル管（耐火ＶＰ）

　　　　　　　　　　　　　●建築用耐火性硬質ポリ塩化ビニル管（耐火ＶＰ）

　　　　　　　　　　　　　●建築用耐火性硬質ポリ塩化ビニル管（耐火ＶＰ）

　　　　　　　　　　　　　●硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

体育館

○

○

○

○

●

●

●

●

●

●

○

○

●

●
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章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項滋賀県機械設備工事特記仕様書３

マンホールふた・弁桝ふた

厨房システム

ハロゲン化物消火システム

泡消火システム

不活性ガス消火システム

スプリンクラー消火システム

ステンレス鋼板製パネルタンク（ボルト組立形）

ステンレス鋼板製パネルタンク（溶接組立形）

密閉形隔膜式膨張タンク（空調用・給湯用）

ＦＲＰ製パネルタンク

衛生器具ユニット

自動制御システム

風量ユニット（定風量、変風量）

衛生器具ユニット

鋳鉄製ふた

厨房機器

タンク

自動制御

ダクト付属品

立形遠心ポンプ

水中モーターポンプ（汚水用、雑排水用、汚物用）

横形遠心ポンプポンプ類

消音ボックス付送風機

軸流送風機

斜流送風機

遠心送風機（多翼形送風機）送風機類

全熱交換器 全熱交換器（回転形、静止形）

電気集じん器

自動巻取形エアフィルター

エアフィルター（パネル形、折込み形）空気清浄装置

ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機

マルチパッケージ形空気調和機

コンパクト形空気調和機

パッケージ形空気調和機

ファンコイルユニット及びカセット形ファンコイルユニット

ユニット形空気調和機空気調和機

冷却塔 冷却塔

遠心冷凍機

吸収冷温水機ユニット

吸収冷温水機

チリングユニット冷凍機

無圧式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

真空式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）温水発生機

鋼製ボイラー

鋼製小型ボイラー

鋳鉄製ボイラー

鋼製簡易ボイラーボイラー

品目

別表１＜機械＞

細目

消火装置

使用機材製造者指定

製造業者適用

課所定の様式により承諾を得て使用のこと。

　本工事に使用する機器材料は、下記に指定する製造者のものを使用のこと。ただし、同等品を使用する場合には、建築

機材名

配管類

弁類

タンク

ポンプ

量水器

ＪＩＳ規格等適合品製造者
ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

防振継手

排水金物類

マンホール類

グリストラップ

衛生陶器類

消火栓箱

ボイラ

瞬間湯沸器

給湯器（電気温水器）

厨房機器

ガス集合装置

ガスコック類

浄化槽

送風機

換気扇

全熱交換器

排煙機

冷凍機

冷温水発生機

冷却塔

空調機

放熱器

吹出口吸込口

製缶類

自動制御機器

FRP製受水槽

ファンコイルユニット

防火･防煙･排煙ダンパー

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ(ｺﾞﾑ)

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ(SUS)

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者
ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

荏原製作所 川本製作所 テラル

積水化学工業 タキロンシーアイ 前澤化成工業 アロン化成

ＴＯＴＯ ＬＩＸＩＬ

初田製作所 北浦製作所 立売堀製作所

● ＴＯＴＯＬＩＸＩＬ 日本イトミック

三菱電機 テラル ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴｺｼｽﾃﾑｽﾞ

三菱電機 日本キヤリア ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴｺｼｽﾃﾑｽﾞ

三菱電機 ダイキン工業 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴｺｼｽﾃﾑｽﾞ

空研工業 協立エアテック 有馬工業所

空研工業 協立エアテック 有馬工業所

三菱電機 ダイキン工業 日立ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾗｲﾌｿﾘｭｰｼﾞｮﾝｽﾞ●

冷媒化粧ダクト 因幡電工 ネグロス電工 オーケー器材

積水ｱｸｱｼｽﾃﾑ 三菱ｹﾐｶﾙｲﾝﾌﾗﾃｯｸ

加湿器

移動式粉末設備● 初田製作所 ヤマトプロテック モリタ宮田工業

● リンナイノーリツ パーパス

●

●

●
ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

●

●

空調機(GHP) ﾔﾝﾏｰｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ ダイキン工業 パナソニック●



項 目
用

建

築
備 考

適 別

途機
降
昇

断熱工事を含む

梁・壁・床のスリーブ及び箱入

同上の内部仕上

同上の縁金物及び蓋

配管・配線用のピット及びトレンチ

同上の機器搬入用フック及びホイストビーム

機器搬入用仮設開口及び仕舞

化粧蓋の場合の化粧仕上

汚水排水の会所桝及び蓋

雨水排水の会所桝の蓋

雨水排水の会所桝及び屋外排水管

雨水排水の縦樋及び最寄会所への接続

同上の配管廻のシーリング

同上の配管後開口部ふさぎ

屋外へのコンクリート配管立上

設備機器設置用のコンクリート基礎の仕上

設備機器設置用の鋼製架台

設備機器設置用のアンカ及び埋戻

設備機器設置用のアンカ用孔開及び箱入

設備機器設置用のコンクリート基礎

同上の配管後のシーリング

外壁貫通部の防水スリーブ

同上の穴埋（区画貫通部）

同上の補強

鉄骨造の梁貫通スリーブ

同上の穴埋

同上の補強

鉄骨鉄筋コンクリート造の梁貫通スリーブ

同上の穴埋

同上の補強

鉄筋コンクリート造の

同上の水中ポンプ引上用ガイドパイプ

同上の設備

同上の槽内防水及び清掃

同上の点検口タラップ

同上のマンホール及び蓋

同上の槽外通気管

同上の連通管及び槽内通気管

コンクリート躯体の蓄熱槽

コンクリート躯体の水槽類

本設水道、下水、ガスの引渡までの使用料金

本設受電後引渡までの電気使用料金

関係官公署の各種負担金

関係官公署への申請手続

直接仮設

トラップは流し台に含む

照明器具を含む

誘導標識等を含む

ベントキャップは除く

（ボード等の場合）

（鋼板パネル・ガラス等の場合）

（石・タイル等の場合）

鋼板製型枠床の設備機器取付用穴開及び補強

同上用電源

サイン類の本体（電照式）

サイン類の本体（非電照式）

同上のダクト及び接続

湯沸室排気フード

同上への配管及び機器取付

湯沸室の流し台及びコンロ台

設備シャフト等の点検口

天井及び床の点検口

設備機器用取付用の壁及び天井の補強

一般天井の設備機器取付用穴開

フリーアクセスフロアの設備機器用架台

フリーアクセスフロア下部の防塵塗装

フリーアクセスフロアの穴開け加工

同上のダクト及び接続

同上のダクト接続用金物

建具ガラリの取付

同上のダクト及び接続

同上のダクト接続用金物

外壁ガラリの取付

同上の配線及び機器取付

同上の設備機器取付用補強

パーティション組込ボックス及び配管

設備機器用の壁材の穴開

設備機器用の壁材の穴開

設備機器用の壁材の穴開

同上の穴埋

ＣＢ・ＡＬＣ版の壁、

制御盤・操作函並びに配管配線

同上のガス配管

同上の２次側電気工事

冷温水発生機等の操作盤及び据付

同上制御盤と電動機接続までの電気工事

空調、衛生設備用一般電動機及び据付

同上の１次側電源供給

電動シャッター及び自動ドア等の

同上の２次側電源工事

同上用電源盤

空調自動制御用機器及び現場盤

システム便所（ユニット）の設置

身障者便所の鏡

同上の照明器具

便所等の照明用ボックス

便所等の面台

便所等の化粧鏡（既製品）

便所等の化粧鏡（オーダー品）

室外機～室内機の配管配線

配管配線

・ダンパー等用の煙感知器及び配管配線

電極等の取付用金物及び函体

電極・フロートスイッチ及び函体

電源供給

防犯監視設備から中央監視設備間の

同上に取付機器又は組込機器

同上の建具加工

同上の配線及び端末機器取付

防犯監視用の配管

防犯監視盤

消火器（大型）

消火器（ＡＢＣ－１０型）

消火器ボックス（消火栓箱に組込）

消火器ボックス（露出型）

消火器ボックス（埋込型）

同上の配管配線

同上の起動押釦・位置表示灯

同上の開口部の構造補強

屋内消火栓等の本体

防火扉・防火防煙シャッタ・排煙口・給気口

同上の防災盤までの制御監視用配管配線

防火防煙シャッター等の閉鎖装置

同上の防災盤までの制御監視用配管配線

防火扉等の閉鎖装置

鋼板製及び樹脂製等のタンクに取付る

コンクリート製水槽等に取付る

同上の配管配線

水槽用液面制御スイッチ

液面警報盤

同上の２次側電気工事

空気熱源ヒートポンプパッケージの

工事区分表

監視カメラ用モニター

監視カメラの配管

同上の配線及び端末機器取付

OAフロアを含む

および予備電源

防火戸の２次配線

防火戸、防火シャッターの感知器、制御盤

防火シャッターの２次配線

電気錠本体

同上の制御盤・操作盤

同上の配管配線

同上の１次側電源供給

同上の結線

同上の結線

ユニット型は機械設備工事

電動カーテン、ロールスクリーン等

同上の１次側電源供給

同上の操作ボックスから駆動部までの配管配線

カーテン、ブラインド等

カーテン、ブラインドボックス等

映写スクリーン

映写スクリーンボックス

項 目
用

建

築
備 考

適 別

途機
降
昇

項 目
用

建

築
備 考

適 別

途機
降
昇

項 目
用

建

築
備 考

適 別

途機
降
昇電

気

機

械

電

気

機

械

電

気

機

械

電

気

機

械

サーバー室ラック架台は別途

映像音響設備機器および取付

同上の取付部補強

同上の配管

同上の配線

同上の1次側電源供給

カードリーダー、および同ボックス

ユニット型は機械設備工事

暗幕ｶｰﾃﾝ、ﾒﾃﾞｨｶﾙｶｰﾃﾝ、遮光ｶｰﾃﾝ

実験台・流し台

同上の配管・配線

ドラフトチャンバー

同上の配管・配線

同上の排気ダクト

家具・什器

構内交換設備機器

構内情報通信網設備機器

同上の配管配線

同上の配管配線

島HUB2次側配線を除く
NW機器架内配線、及び受口と

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）
334956

4756
一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 工事区分表 M005

：今回工事に該当あり ：該当する工事区分

実験機器 ピットを要する機器を含む

同上機器専用の基礎・ピット

舞台機構（装置・幕類・吊バトン含む）

体育館ステージは除く

バスケットゴール、手動ウィンチ

取付下地補強含む

防球ネット、コートライン

取付下地補強含む

バレーボール支柱・基礎・ネット

バトミントン支柱・基礎・ネット

取付下地補強含む

取付下地補強含む

取付下地補強含む

ステージ下収納台車・レール 取付下地補強含む

スタッキングチェア

ステージ下収納部内装

舞台照明設備

コンプレッサー、レシーバータンク

同上の２次側配管

集塵機

同上のダクト

溶接ブース

総合試験運転調整等

開口補強リスト
箇所数

4 天井開口

部位

壁開口

LGS100型

開口寸法

W900×H1200

W500×H200

注記：開口補強リストは、設計上の必要数量であり、施工上必要箇所と相違ある場合には監督職員と協議による。

実験室棟
体育館

実習工場・

5

14 -

W600×H200 2 -

W800×H200 2 -

W900×H200 9 2

W1100×H200 - 2

W200×H500 5 -

W270×H600 4 5

箇所数

50

部位

LGS

開口寸法

450□

実験室棟
体育館

実習工場・

40

900×900

700×625

150×150

200×200

部材
対象

部材
対象

天井点検口

300×300

350×350

400×400

150×1235

220×1235

600□
天井点検口

410

66

45

2011

61

-6

58

32

-20

-3

梁貫通

箇所数
部位

S

開口寸法

実験室棟
体育館

実習工場・

100φ

150φ

部材
対象

200φ

-17

-10

3-

梁貫通

箇所数
部位

RC

開口寸法

実験室棟
体育館

実習工場・

75φ

100φ

部材
対象

125φ

4-

3074

-8

(地中梁)

150φ 3292

床開口 RC

スラブ

100φ

125φ

150φ

600□

600φ

1317

-2

10492

43

8-

天井点検口
野縁ﾙｰﾊﾞｰ部

550□
7389

基本料金を含む

基本料金を含む

実験室棟
実習工場・

体育館
LGS65型

建具詳細図による

建具詳細図による

建具詳細図による



第３工区第１工区第２工区

第２工区 第１工区 第１工区 第３工区

9

1

1 12 1 6

w15

1

A

1

I

6

I

A

A

A

体育館

体育館体育館実習工場・実験室棟実習工場・実験室棟

校舎棟

体育館

図書交流・食堂売店棟図書交流・食堂売店棟

学生寮

校舎棟

校舎棟

学生寮

学生寮

学生寮

図書交流・食堂売店棟

実習工場・実験室棟

2階
以
上
延
焼
ﾗｲﾝ

外
壁
間
中
心
線

2階
以
上
延
焼
ﾗｲﾝ

2階
以
上
延
焼
ﾗｲﾝ

外
壁
間
中
心
線

外
壁
間
中
心
線

1階
延
焼
ﾗｲﾝ

5,
00
0

3,
00
0

5,000

5,000

2階
以
上
延
焼
ﾗｲ
ﾝ

2階
以
上
延
焼
ﾗｲﾝ

2階
以
上
延
焼
ﾗｲ
ﾝ

駐輪場2-1～2-6

（屋根有）

250台

渡り廊下6

渡り廊下7

▲
▲

▼

▼

▼

▼

▼

▼▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼▼▼▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼
▼

▼

▼

▼
▼

▼

▼

▼

▼▼

▼ ▼

▼▼

▼▼

▼

▼
▼

基準点２

図書交流・食堂売店棟 校舎棟

交流広場

学生寮

実習工場・実験室棟

体育館

南側雑木林

保全範囲

正門
通学通用門

アクセス通路　幅員6.0m他

駐車場2

79台

車路

1/20

1/20

渡り廊下5

エントランス広場

車路

駐車場1

3台

車路 ゴミ置き場3

室外機(庇上部)

受変電設備

車路

転回場

±0

-1.5

駐輪場3

30台

車路

既存緑地保存範囲

ゴミ置き場1

駐輪場1

50台

渡り廊下1

屋外作業場ボンベ庫

どんぐり広場

1/20

市
三
宅
竹
生
外
周
線
（
法
4
2
条
第
1
項
第
1
号
）
幅
員
6
.
9
m

市道市三宅竹生線（法42条第1項第1号）幅員7.4m

ゴミ置き場2

渡り廊下4 渡り廊下2

渡り廊下3

△
道路境界線

△
隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

▽

隣地境界線
▽

隣
地
境
界
線

▽

浸透池

新設歩道

隣地境界線

▽

隣
地
境
界
線

▽

基準点１

受水槽室外機
ポンプ室屋外倉庫

プロパン庫

10

1411

1814

13

正門は本工事（第１工区）に含む

渡り廊下1は全て本工事（第１工区）に含む

来校者用車寄せ

一般利用者用出入口

グラウンド用出入口

グラウンド用出入口

1FL=99.05

1FL=99.12 1FL=99.03

1FL=99.02

1FL=98.87

KBM1 97.321

KBM2 98.666

　　　　 部

▼

▼

外
壁
間
中
心
線

1階
延
焼
ﾗｲ
ﾝ

1階
延
焼
ﾗｲ
ﾝ

3,000

校舎棟

校舎棟

消防空地

J

図書交流・食堂売店棟

3,000

外
壁
間
中
心
線

2階
以
上
延
焼
ﾗｲﾝ

1 9

1 w15

1 12 1 6

1

A

I

6

I

A

A

A

体育館

体育館

体育館体育館実習工場・実験室棟

校舎棟

実習工場・実験室棟

校舎棟

図書交流・食堂売店棟図書交流・食堂売店棟

学生寮

学生寮

学生寮

学生寮

校舎棟

図書交流・食堂売店棟

実習工場・実験室棟

J

図書交流・食堂売店棟

14,300 32,500 30,20036,000 25,200

253,697.7

14,600 81,000

1 9

1 w15

1 12 1 6

1

A

I

3
3
,
8
0
0

4
6
,
5
0
0

4
,
0
0
0

2
2
,
6
0
0

3
,
0
3
0

4
,
6
0
0

7,000

29,000

6

6,
00
0

I

A

27
,9
00

A

14,500

7,100

体育館

体育館

体育館体育館実習工場・実験室棟

校舎棟

実習工場・実験室棟

校舎棟

図書交流・食堂売店棟図書交流・食堂売店棟

学生寮

学生寮

学生寮

学生寮

校舎棟

図書交流・食堂売店棟

実習工場・実験室棟

2
,
4
3
0

62,700
5
0
,
7
5
0

2
9
,
2
0
0

6
,
0
0
0

12,000

1,500

2,
50
0

図書交流・食堂売店棟

95,300

98.83

98.92 98.92

98.92

98.80

98.80

98.74 98.79

98.73

98.71

98.71

98.72

98.55

97.17

97.30

1/20

1/20

81

9

13

97.45

98.44

98.59

1階延焼ﾗｲﾝ

外壁中心線

1階延焼ﾗｲﾝ

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

A A

H H

J

A

校舎棟

2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6

5,
00
0

5,
00
0

5,
00
05
,0
00

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

1階延焼ﾗｲﾝ

外壁中心線

1階延焼ﾗｲﾝ

1階
延
焼
ﾗｲﾝ

外
壁
中
心
線

2階
延
焼
ﾗｲﾝ

5,0003,000

3,000 5,000

1
階
延
焼
ﾗ
ｲ
ﾝ

2
階
延
焼
ﾗ
ｲ
ﾝ

外
壁
中
心
線

9,700

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）
334956

4756
一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 M006全体計画配置図（建築工事参考図）

1/1250
1/625

Ｎ

樹木を示す

敷地境界線

工区区分線

既存緑地保存範囲を示す

99.03 出入口を示す▼

延焼ライン

本工事範囲外（第１工区・第２工区）を示す計画レベルを示す( TP表記 )

法面を示す

荒地を示す

凡

例

全体計画配置図



第３工区第１工区第２工区

第２工区 第１工区 第１工区 第３工区

プロパン庫

受水槽

ポンプ室

室外機屋外倉庫

FH=100.26

100.26

99.00

98.95

98.95

98.85
98.67

98.59

98.53

98.7098.80

98.65

98.50

98.60

98.75

98.90

FH=98.30

i=0.437%L=80.112m

98.600

98.766

99.66

98.600

98.95

98.95

i=3.00%
L=23.689m

98.50

97.20

95.90

98.20
100.20

98.20

98.50

97.20

97.30

97.00

97.04

97.20

98
.6
7

97.10

9
8
.
5
5

98.63

97.0398.85

98.80

98.75

98.70

98.65

98.60 98.55

98.90

98.95

0.
13
%

0.13%

0.
13
%

0.13%

98.90

98.80

98.70

9
7
.
3
097
.1
2

97.03

i=5.00%

i=5.00%

98.50

98.50

95.00

98.50

99.72999.69499.726

99.702

99.609

99.66

99.970

100.260

98.55

i=8.00%
W=3.0m

98.75
98.85

工事用出入口１
ガードマン１

工事用出入口３
ガードマン５

校舎棟

実習工場・実験室棟

体育館

1FL=99.03

1FL=99.02

1FL=98.87図書交流・食堂売店棟

学生寮

1FL=99.05

1FL=99.12

（本工事）

6
,
0
0
0

(第1工区)

工事用出入口２

ガードマン３

パネルゲートW6.4m×H4.5m

（第2工区）

（第2工区）

ガードマン４
（第2工区）

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）
334956

4756
一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 M007仮設計画図（建築工事参考図）

1/1250
1/625

（特記事項）

　※：令和8年3月造成工事により、法面、敷地外周部の自由勾配側溝・浸透側溝、浸透池および浸透池周囲のフェンスについては整備済み

市
三

宅
竹

生
外

周
線

（
法

4
2
条

第
1
項

第
1
号

）
幅

員
6
.
9
m

市道市三宅竹生線（法42条第1項第1号）幅員7.4m

△
道路境界線

△
隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

▽

隣
地
境
界
線

▽

隣地境界線

▽

隣
地
境
界
線

▽

浸透池（※）

転落防止柵（※）

浸透側溝・浸透桝（※）

浸透側溝・浸透桝（※）

自由勾配側溝（※）

自由勾配側溝（※）

自由勾配側溝（※）

自由勾配側溝（※）

基準点1

基準点2

敷地境界線

工区区分線

（凡例）

パネルゲートW13.5m×H4.5m

第１工区

第２工区
第３工区

パネルゲートW14.4m×4.5m

（本工事）

（第1工区）

工事用出入口１
工事用出入口３：パネルゲート（本工事）

第３工区請負業者が工事車両の出入りに使用すること

工事用出入口１・２：パネルゲート（別途工事）

第１・２工区請負業者の工事車両出入りに使用予定

敷鉄板（本工事）

：重車両走行部に見込むこと

1

第３工区

年月

2026年

10月 11月6月 8月 9月

2 4 5

第１工区

第２工区

諸官庁検査

開校準備

＜参考工程表＞

2027年

7月

3

1月 2月

2028年

3月

準備

建築工事

建築工事

開校準備

（本工事）

（別途工事）

（別途工事）

（第１～３工区同時）

延月

10月 11月 12月 5月 6月 8月 9月7月4月3月2月1月

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

土 地盤改良 基礎躯体 鉄骨 躯体・外装 内装・設備工事

外構・渡り廊下・駐輪場

実習工場・実験室棟

準備 土 地盤改良 基礎躯体 躯体・外装 内装・設備工事
体育館

鉄骨

工区間フェンスバリケード H=1.8m（別途工事）

第1工区請負業者にて工事期間中設置

仮囲い：万能鋼板塀 H=3.0m（本工事）

各工区の請負業者にて設置

仮囲い：万能鋼板塀 H=3.0m（別途工事）

各工区の請負業者にて設置

仮囲い：万能鋼板塀 H=3.0m+防音シートH1.5m（既設）

別途工事で設置する既設仮囲いと防音シートは継続利用し、

そのリース料(8,325円/日×480日)及びその他撤去費は本工事に含む

仮囲い：フェンスバリケードH=1.8m（本工事）

第3工区の請負業者にて設置

Ｎ

Ｎ

＜工事車両通行禁止経路図＞

 野洲川

 市道市三宅竹生線外周線

 県道木部野洲線

：工事車両通行禁止

：敷地境界より30mの範囲

：家屋調査対象

 市道市三宅竹生線

 敷地位置

 滋賀県野洲市市三宅

仮設計画図（参考図）

隣地境界線
▽

アクセス通路 幅員6.0m他

12月

開校

4月

完了検査等

引渡し

18 19
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埋戻し 埋戻し 埋戻し

埋戻し 埋戻し

埋戻し 埋戻し

配管ピット

凡

例

上段：仕上げレベル

下段：構造スラブレベル±0
-15

下部通水管(VP150半割)

上部通気管(VP100)

(特記なき限り)

水勾配を示す

人通孔600φ

(孔上部 打込タラップ両面)

床点検口(600x600)

下部SUSタラップ 4段

点検用マンホール(600φ)

配管ピット

(特記なき限り1FL-1700)

埋戻し

1Fスラブ裏：捨てコンクリートt50、砂利地業t60
PF板敷込t30、ポリスチレンフィルムt0.15

サクションピット

(特記なき限り500x500xH500)

水理用ピット

1Fスラブ裏：PF板打込ｔ30

1Fスラブ裏：PF板打込t30

配管ピット

(特記なき限り1FL-1400)

1Fスラブ裏：PF板打込t30 床・壁：塗膜防水
下部SUSタラップ 4段

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）
334956

4756
一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課

ピット伏図

【実習工場・実験室棟】ピット伏図（建築工事参考図） M008
1/200
1/400
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-15
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上段:仕上げレベル (FLから)
下段:構造スラブレベル (同上)

特記なき限り  ±0/-15

水勾配を示す

床点検口(600x600)

下部SUSタラップ4段

点検用マンホール（600φ）

点字鋲
F

F

消＋F
消火器ボックス一体型
屋内消火栓（設備工事）

消火器収納ボックス (埋込式)
（消火器は設備工事）

消火器収納ボックス (床置式)
（消火器は設備工事）

AL114A

CRD

縦どい（アルミ製バンドレスタイプ）
特記なき限り 114A

中継ドレン+縦どい
特記なき限り 125A

屋内消火栓(設備工事)消

スクリーンシャッター避難口

シャッターSS

分電盤（設備工事）RD ルーフドレン
特記なき限り 125A

伸縮目地

OF オーバーフロー管50φ

屋上丸環

出入口側溝
横引き型ルーフドレン
特記なき限り 125A

HD

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）
334956

4756
一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣
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4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 【実習工場・実験室棟】1階平面図（建築工事参考図） M009
1/200
1/400
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滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号
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一級建築士 NO.
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設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 【実習工場・実験室棟】2階・R階平面図（建築工事参考図） M010
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1/400
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e アルミ製笠木

ECP 横張り 塗装A:メタリック塗装・塗装C:DP塗装

ECP 横張り 塗装B:耐候性カラー塗装

アルミ製サッシ

i

アルミガラリ

RC 塗装D:コンクリート打放し保護塗装(コンクリート打放し(A種)の上、保護塗装(カラークリア))

※鉄部見え掛かり部はDP塗装とする

k

アルミパネル庇

m

アルミ竪樋

誘発目地

アルミ断熱パネル

ケーブルラック・バスダクト立上げ用支持鋼材

o メンテナンス手摺

鋼製建具(DP塗装)

p

q

鋼製シャッター

柱(DP塗装)r

風洞実験用開口s

n 庇

配管取り出し口t

ベントキャップ100φ（設備工事）u

スチールガラリw

※塗装A・Cの割合は3：2とする

東立面図

Ｎ

西立面図

北立面図南立面図

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:
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一級建築士 NO.
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石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 【実習工場・実験室棟】立面図（建築工事参考図） M011
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1/400

東立面図

西立面図

北立面図

南立面図

立面図 KEY PLAN
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20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 【実習工場・実験室棟】断面図（建築工事参考図）
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1/400
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断　面　図－X X´

断　面　図－Y Y´

断面図　KEY PLAN
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-15
±0

上段:仕上げレベル (FLから)
下段:構造スラブレベル (同上)

特記なき限り  ±0/-15

水勾配を示す

床点検口(600x600)

下部SUSタラップ6段

点検用マンホール（600φ）

点字鋲
F

F

消＋F
消火器ボックス一体型
屋内消火栓（設備工事）

消火器収納ボックス (埋込式)
（消火器は設備工事）

消火器収納ボックス (床置式)
（消火器は設備工事）

AL114 縦どい（アルミ製バンドレスタイプ）
特記なき限り 114

屋内消火栓(設備工事)消

スクリーンシャッター避難口

シャッターSS

動力制御盤

電灯分電盤

RD ルーフドレン
特記なき限り 125A

OF オーバーフロー管50φ

屋上丸環

出入口側溝
横引き型ルーフドレン
特記なき限り 125A

HD

機械基礎D根太付

【体育館】1階・キャットウォーク階平面図（建築工事参考図） M013
1/200
1/400

1階平面図 キャットウォーク階平面図
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木下 隆嗣
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4009
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NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課
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上段：仕上げレベル

下段：構造スラブレベル±0
-15

下部通水管(VP150半割)

上部通気管(VP100)

(特記なき限り)

水勾配を示す

床点検口(600x600)

下部SUSタラップ 6段

埋戻し

1Fスラブ裏：捨てコンクリートt50、砂利地業t60
PF板敷込t30、ポリスチレンフィルムt0.15

サクションピット

(特記なき限り500x500xH500)

雨水貯留槽

1Fスラブ裏：PF板打込ｔ30

配管ピット

(特記なき限り1FL-1300以上)

1Fスラブ裏：PF板打込t30

非常用汚水槽

1Fスラブ裏：PF板打込ｔ30
オーバーフロー管50φOF

【体育館】R階平面図・ピット伏図（建築工事参考図） M014
1/200
1/400

ピット伏図R階平面図
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外部仕上凡例

c
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a
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e

i

アルミ製笠木

ECP 横張り 塗装A:メタリック塗装・塗装C:DP塗装

ECP 横張り 塗装B:耐候性カラー塗装

アルミ製サッシ

j

アルミガラリ

RC 塗装D:コンクリート打放し保護塗装(コンクリート打放し(A種)の上、保護塗装(カラークリア))

※塗装A・Cの割合は3：2とする

k

鋼製建具(DP塗装)

アルミ竪樋

誘発目地

アルミパネル庇

l

アルミ断熱パネル

カゴ付き点検タラップ

ベントキャップ（機械設備工事）m

東立面図

Ｎ

西立面図

北立面図南立面図

【体育館】立面図（建築工事参考図） M015
1/200
1/400

南立面図 東立面図

北立面図 西立面図

立面図 KEY PLAN

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号
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木下 隆嗣
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4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学
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滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）
334956

4756
一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 M016【体育館】断面図（建築工事参考図）
1/200
1/400

断面図 KEY PLAN

X - X' 断面図

Y - Y' 断面図



滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）
334956

4756
一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 標準図　その１ M017
-
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室内ユニットの防振施工

　 3.冷水・冷温水の場合は内部を図示破線部まで保温する。

注)1.保温カバーは容易に開閉できる構造とする。

   2.冷水・冷温水の場合は内部を保温材で充てんする。

配管類の保温

弁部(露出)

　 2.文字数が多い場合は配管にも表示し、バルブに取り付ける名称札の表示は、簡略化しても良い。

注)1.バルブにはすべて名称札を取り付ける。

開

時

常

事務室系統冷温水管(往)

露出バルブ類

　 2.色バンドの取付けは、機械室の天井・壁・床貫通部・機器との接合部周りで適当な箇所・その他露出部で必要と思われる箇所。
注)1.文字の記入は、機械室の要所・機械室の天井・壁・床貫通部およびその他の室内露出部で必要と思われる箇所。

　 3.表示は、膨張管・エアー抜き管なども含めて行う。

事務室系統冷温水管(往)

(参考寸法)

1.5W

0.5W

W

事務室系統SA

100

露出ダクト・配管類

W

0.5W

山砂（水締め）

D

D D

D

D

埋戻し土砂

GL

埋設管保護

注）冷媒配管の区画貫通部は、国土交通大臣認定工法にて

モルタル詰めとする

隙間がある場合は

区画貫通処理（配管）

金属製配管

充填材ロックウール

グラスウール等

ロックウール

　　施工すること。 　　3.DS、エアチャンバを貫通する場合は完全にコアタイトにする

　　2.防火区画はロックウールなどの耐火材料とする

注）1.一般貫通部には所定の厚さのグラスウールを巻く

露出 隠ぺい

保
温

あ
り

保
温

な
し

スリーブ
バンド

カバープレート

保温材

貫通要領（内壁）貫通要領（外壁）

カバープレート
コーキング材

保温材

屋内屋外

ラッキング

鋼板製鍔付スリーブ

貫通要領（土中外壁）

屋内

鋼板製鍔付スリーブバックアップ材

防水用コーキング材

防水用コーキング材

GL

土中

注）鍔付きスリーブの防錆に留意すること

防水床一般床

3
0
0

スリーブ

バンド

カバープレート

保温材

鍔付スリーブ

防水層

貫通要領（床） エア抜き配管

グラスウール保温筒

空気抜き配管

標準保温厚25mm

1m以上

グラスウール保温筒 グラスウール保温筒

吊りバンド 吊りバンド

吊りバンド吊りバンド

蒸気・温水・給水配管

150
以上

吊りバンド支持部

注)(イ)の分岐部は充分に折り返しを行う。

(イ)

分岐・合流(割込み)

注）VLP使用の場合は実管で打ち込む

止水材 鋼板製鍔付スリーブ

防水用コーキング材

防水用コーキング材

室内水槽内

防錆処理すること

貫通要領（水槽）

吐水口端

あふれ縁

あふれ面

吐水口空間

表面張力による水位上昇

洗面器等の吐水口空間参考図

接続ダクト
GW25mm、(40kg/m )

接続ﾀﾞｸﾄ

L+200

L+200

2000以上

2000未満

吹出口長さL A

300

300

350

350

B C

0.6

0.6 4ヶ所

6ヶ所

吊板鉄 厚 金物

2ヶ所

1ヶ所

B

A

L

C

吊金物

3

ガラスクロス押さえ

線状吹出口ボックス製作要領図

h+100

H

300かつ

a,bは、器具寸法を示す。

a+200

A

接続ダクト

h

b+200

B

0.6

鉄 厚板

H

吊金物

100
A

ａ ガラスクロス押さえ

1
0
0

1
0
0

ｂ B

100

吹出口・吸込口ﾎﾞｯｸｽ製作要領図

GW25mm、(40kg/m )3

断面図

ボルト

平ワッシャ

ナット
ナット

アンカー

天井

スラブ

室内ユニット

長ナット 平ワッシャ

ナット

防振装置

スプリング

ナット
ボルト

ナット

注）天井カセット形も同様とする

アネモ型吹出口ボックス製作要領図

450
500アネモ 25以上#

アネモ 20以下#

吊金物

鉄

300

A

300

B

0.6

0.6

板厚

A

A

B

GW25mm、(40kg/m )3

ガラスクロス押さえ



滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）
334956

4756
一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 標準図　その２ M018
-
-

１． ビル用マルチエアコン渡り配線工事

室外機

室内機 室内機 室内機

冷媒管共巻本工事

RS(BOX共本工事)

（装置付属品）

他の系統へ

室外機

３． 全熱交換器廻り配線工事

ＨＥＸ ＨＥＸ ＨＥＸ

次の親機へ

２． 単独パッケージエアコン渡り配線工事

室外機

室内機 室内機 室内機

冷媒管共巻本工事

本工事

本工事

本工事

RS(BOX共本工事)

（装置付属品）

RS(BOX共本工事)

（装置付属品）

本工事

RS(BOX共本工事)

（装置付属品）

RS(BOX共本工事)

（装置付属品）

集中管理コントローラ 集中管理コントローラ

EM-CEE1.25mm2-2C

EM-CEE1.25mm2-2C
EM-EEF2mm-3C

本工事(配管共)

EM-CEE1.25mm2-2C

EM-CEE1.25mm2-2C

EM-CEE1.25mm2-2C EM-CEE1.25mm2-2C

EM-CEE1.25mm2-2C EM-CEE1.25mm2-2C

室外機

EM-CEE1.25mm2-2C

冷媒管共巻本工事

EM-EEF2mm-3C

EM-CEE1.25mm2-2CEM-CEE1.25mm2-2C

EM-CEE1.25mm2-2C EM-CEE1.25mm2-2C

EM-CEE1.25mm2-2C

1φ100V電源

（電気設備工事）

1φ100V電源

（電気設備工事）

冷媒管共巻本工事

EM-EEF2mm-3C

本工事(配管共)

本工事(配管共)本工事(配管共)

本工事(配管共) 本工事(配管共)

本工事(配管共)

本工事(配管共)本工事(配管共)

手元リモコン（RS）の高さは1100mmを基準とする。 手元リモコン（RS）の高さは1100mmを基準とする。 手元リモコン（RS）の高さは1100mmを基準とする。

ビル用マルチエアコン
集中管理コントローラ系統へ



滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）
334956

4756
一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課

電気式ビル用マルチ

【実習工場・実験室棟】
－
－

M101

機器番号 形　　式
設置場所 [　]内は系統名

数量

定格能力
加湿 電　源

消費電力 kW
圧縮機 冷媒

遮断
装置

冷房 暖房 冷房 暖房 風量 静圧

階 室　　名 kW kW L/h φ Ｖ 定格 定格 低温最大 kW m3/min Pa

EHP-101 電気式空冷ヒートポンプ(冷暖切替形) 屋外機 2 設備機器置場 5 22.4 25.0 － 3 200 6.05 6.50 7.24 5.77 － － －

EHP-101-1 天井吊形 屋内機 1 機械工場 10 8.0 9.0 － 1 200 0.11 0.13 － － 20 － 〇

EHP-102 電気式空冷ヒートポンプ(冷暖切替形) 屋外機 2 設備機器置場 1 28.0 31.5 － 3 200 8.77 9.23 12.40 8.24 － － －

EHP-102-1 天井カセット形4方向 屋内機 1 創作工場 3 8.0 9.0 － 1 200 0.09 0.08 － － 24.5 － 〇

EHP-103 電気式空冷ヒートポンプ(冷暖切替形) 屋外機 2 設備機器置場 1 22.4 25.0 － 3 200 6.05 6.50 7.24 5.77 － － －

EHP-103-1 天井カセット形4方向 屋内機 1 流体工学実験室 4 4.5 5.0 － 1 200 0.05 0.03 － － 14.5 － 〇

EHP-104 電気式空冷ヒートポンプ(冷暖切替形) 屋外機 2 設備機器置場 1 28.0 31.5 － 3 200 8.77 9.23 12.40 8.24 － － －

EHP-104-1 天井カセット形4方向 屋内機 1 水理実験室 3 8.0 9.0 － 1 200 0.09 0.08 － － 24.5 － 〇

EHP-105 電気式空冷ヒートポンプ(冷暖切替形) 屋外機 2 設備機器置場 1 22.4 25.0 － 3 200 6.05 6.50 7.24 5.77 － － －

EHP-105-1 天井カセット形4方向 屋内機 1 材料力学実験室 3 7.1 8.0 － 1 200 0.07 0.07 － － 20 － 〇

EHP-106 電気式空冷ヒートポンプ(冷暖切替形) 屋外機 2 設備機器置場 2 33.5 37.5 － 3 200 9.41 12.60 11.80 11.10 － － －

EHP-106-1 天井吊形 屋内機 1 土質実験室 4 14.0 16.0 － 1 200 0.24 0.18 － － 36 － 〇

EHP-107 電気式空冷ヒートポンプ(冷暖切替形) 屋外機 2 設備機器置場 1 22.4 25.0 － 3 200 6.05 6.50 7.24 5.77 － － －

EHP-107-1 天井カセット形4方向 屋内機 1 構造材料実験室 3 5.6 6.3 － 1 200 0.05 0.04 － － 15.5 － 〇

EHP-108 設備機器置場 1

EHP-108-1 構造実験室 2

EHP-109 電気式空冷ヒートポンプ(冷暖切替形) 屋外機 2 設備機器置場 1 22.4 25.0 － 3 200 6.05 6.50 7.24 5.77 － － －

EHP-109-1 天井カセット形4方向 屋内機 1 衛生環境実験室 4 5.6 6.3 － 1 200 0.05 0.04 － － 15.5 － 〇

EHP-110 電気式空冷ヒートポンプ(冷暖切替形) 屋外機 2 設備機器置場 2 22.4 25.0 － 3 200 6.05 6.50 7.24 5.77 － － －

EHP-110-1 外気処理エアコン 天井埋込ダクト形(加湿無し) 屋内機 1 衛生環境実験室DC用外気処理エアコン 2 22.4 13.9 － 1 200 0.76 0.76 － － 28 150 〇

EHP-111 電気式空冷ヒートポンプ(冷暖切替形) 屋外機 2 設備機器置場 1 22.4 25.0 － 3 200 6.05 6.50 7.24 5.77 － － －

EHP-111-1 外気処理エアコン 天井埋込ダクト形(加湿無し) 屋内機 1 衛生環境解析室DC用外気処理エアコン 1 22.4 13.9 － 1 200 0.76 0.76 － － 28 150 〇

EHP-112 電気式空冷ヒートポンプ(冷暖切替形) 屋外機 2 設備機器置場 1 28.0 31.5 － 3 200 8.77 9.23 12.40 8.24 － － －

EHP-112-1 天井カセット形4方向 屋内機 1 教室 3 8.0 9.0 － 1 200 0.09 0.08 － － 24.5 － 〇

EHP-113

EHP-113-1 プラズマラボ

EHP-114

EHP-114-1 材料ラボ

EHP-115 電気式空冷ヒートポンプ(冷暖切替形) 屋外機 2 設備機器置場 1 22.4 25.0 － 3 200 6.05 6.50 7.24 5.77 － － －

EHP-115-1 外気処理エアコン 天井埋込ダクト形(加湿無し) 屋内機 1 材料ラボDC用外気処理エアコン 1 22.4 13.9 － 1 200 0.76 0.76 － － 28 150 〇

EHP-116

EHP-116-1

EHP-117 電気式空冷ヒートポンプ(冷暖切替形) 屋外機 2 設備機器置場 1 22.4 25.0 － 3 200 6.05 6.50 7.24 5.77 － － －

EHP-117-1 外気処理エアコン 天井埋込ダクト形(加湿無し) 屋内機 1 機械工場用外気処理エアコン 1 22.4 13.9 － 1 200 0.76 0.76 － － 28 150 〇

EHP-118 電気式空冷ヒートポンプ(冷暖切替形) 屋外機 2 設備機器置場 1 22.4 25.0 － 3 200 6.05 6.50 7.24 5.77 － － －

EHP-118-1 外気処理エアコン 天井埋込ダクト形(加湿無し) 屋内機 1 土質実験室用外気処理エアコン 1 22.4 13.9 － 1 200 0.76 0.76 － － 28 150 〇

EHP-119 電気式空冷ヒートポンプ(冷暖切替形) 屋外機 2 設備機器置場 1 22.4 25.0 － 3 200 6.05 6.50 7.24 5.77 － － －

EHP-119-1 外気処理エアコン 天井埋込ダクト形(加湿無し) 屋内機 1 構造材料実験室用外気処理エアコン 1 22.4 13.9 － 1 200 0.76 0.76 － － 28 150 〇

EHP-120 電気式空冷ヒートポンプ(冷暖切替形) 屋外機 2 設備機器置場 1 22.4 25.0 － 3 200 6.05 6.50 7.24 5.77 － － －

EHP-120-1 外気処理エアコン 天井埋込ダクト形(加湿無し) 屋内機 1 水理実験室用外気処理エアコン 1 22.4 13.9 － 1 200 0.76 0.76 － － 28 150 〇

R-1 集中コントローラー － 2 管理室 1 － － － 1 100 0.019 － － － －

液晶タッチパネル式 一括運転/停止、温度設定、風量設定、風向設定、週間スケジュール設定、警報機機能付

(共通事項)

1 共通附属品

屋外機 冷暖切替形(R32)

屋内機 天井カセット形 標準化粧パネル、防振吊金具、ドレンアップメカ、フィルター、ワイヤードリモコン(警報機機能付)、冷媒漏洩検知器

天井埋込ダクト形 フィルターチャンバー、防振吊金具、ドレンアップメカ、フィルター、ワイヤードリモコン(警報機機能付)、冷媒漏洩検知器

天井吊形 防振吊金具、ドレンアップメカ、フィルター、ワイヤードリモコン(警報機機能付)、冷媒漏洩検知器

2 ビル用マルチエアコンの能力及び消費電力は、JIS B 8616に規定された定格条件による。

3

空冷式パッケージエアコン

機器番号 形　　式
設置場所

数量

定格能力
加湿 電　源

消費電力 kW
圧縮機 冷媒

遮断
装置

冷房 暖房 冷房 暖房 風量 静圧

階 室　　名 kW kW L/h φ Ｖ 定格 定格 低温最大 kW m3/min Pa

PAC-101 パッケージエアコン（ツイン） 屋外機 2 設備機器置場 1 7.1 8.0 － 1 200 1.55 1.61 3.60 1.29 － － －

PAC-101-1 天井カセット形4方向 屋内機 1 熱力学実験室 2 3.6 4.0 － 屋外機送り － － － － 16 － －

PAC-102 パッケージエアコン（ツイン） 屋外機 2 設備機器置場 1 12.5 14.0 － 3 200 2.95 3.20 6.40 2.36 － － －

PAC-102-1 天井カセット形4方向 屋内機 1 機械力学実験室 2 6.3 7.1 － 屋外機送り － － － － 20.5 － －

PAC-103 パッケージエアコン（ツイン） 屋外機 2 設備機器置場 1 12.5 14.0 － 3 200 2.95 3.20 6.40 2.36 － － －

PAC-103-1 天井カセット形4方向 屋内機 1 制御工学実験室 2 6.3 7.1 － 屋外機送り － － － － 20.5 － －

PAC-104 パッケージエアコン（ツイン） 屋外機 2 設備機器置場 1 12.5 14.0 － 3 200 2.95 3.20 6.40 2.36 － － －

PAC-104-1 天井カセット形4方向 屋内機 1 衛生環境解析室 2 6.3 7.1 － 屋外機送り － － － － 20.5 － －

PAC-201 パッケージエアコン（ペア） 屋外機 2 設備機器置場 1 4.5 5.0 － 1 200 0.92 1.03 1.86 0.85 － － －

PAC-201-1 天井カセット形4方向 屋内機 2 管理室 1 4.5 5.0 － 屋外機送り － － － － 16 － －

(共通事項)

1 共通附属品

屋外機 R32

屋内機 天井カセット形 標準化粧パネル、防振吊金具、ドレンアップメカ、フィルター、ワイヤードリモコン

2 パッケージエアコンディショナの能力及び消費電力は、JIS B 8616に規定された定格条件による。

3 予備フィルターは100%とする。

 空調設備　機器表　その１

屋内機 送風機

電動機出力 備　　考

W (ダイキン工業相当)

－ (参考)RXYA224A

91 (参考)FXYHA80AA

－ (参考)RXYA224A

－ (参考)RXYA224A

－ (参考)RXYA224A

－ (参考)RXYA224A

－ (参考)RXYA224A

－ (参考)RXYA224A

－ (参考)RXYA224A

－ (参考)RXYA224A

－ (参考)RXYA224A

－ (参考)RXYA224A

－ (参考)RXYA224A

－ (参考)RXYA280A

－ (参考)RXYA280A

－ (参考)RXYA280A

－ (参考)RXYA335A

－

53 (参考)FXYFA80NAA

53 (参考)FXYFA45NAA

53 (参考)FXYFA80NAA

53 (参考)FXYFA80NAA

53 (参考)FXYFA71NAA

300 (参考)FXYHA140AA

53 (参考)FXYFA56NAA

53 (参考)FXYFA56NAA

380 (参考)FXYMA224ZAN

380 (参考)FXYMA224ZAN

380 (参考)FXYMA224ZAN

380 (参考)FXYMA224ZAN

380 (参考)FXYMA224ZAN

380 (参考)FXYMA224ZAN

380 (参考)FXYMA224ZAN

電動機出力 備　　考

W (ダイキン工業相当)

屋内機 送風機

(参考)SSRC50CV

53

－

(参考)SSRC80CVD

53

－

(参考)SSRC140CD

53

－

(参考)SSRC140CD

53

－

(参考)SSRC140CD

53

－

スプリング防振架台、分岐管、集中ドレンパン

防振ゴム、既製ブロック基礎×2

予備フィルターは100%とする。

パッケージエアコン（ツイン） 屋外機 2 設備機器置場 1 12.5 14.0 － 3 200 2.95 3.20 6.40 2.36 － － －

天井カセット形4方向 屋内機 1 2 6.3 7.1 － 屋外機送り － － － － 20.5 － －

パッケージエアコン（ツイン） 屋外機 2 設備機器置場 1 12.5 14.0 － 3 200 2.95 3.20 6.40 2.36 － － －

天井カセット形4方向 屋内機 1 2 6.3 7.1 － 屋外機送り － － － － 20.5 － －

パッケージエアコン（ツイン） 屋外機 2 設備機器置場 1 12.5 14.0 － 3 200 2.95 3.20 6.40 2.36 － － －

天井カセット形4方向 屋内機 1 2 6.3 7.1 － 屋外機送り － － － － 20.5 － －

パッケージエアコン（ペア） 屋外機 2 設備機器置場 1 7.1 8.0 － 1 200

天井吊形 屋内機 1 溶接工場 1 7.1 8.0 － 屋外機送り

(参考)SSRC140CD

53

－

(参考)SSRC140CD

53

－

(参考)SSRC140CD

53

－

屋外機 2

屋内機 1

パッケージエアコン（ツイン）

天井カセット形4方向

12.5 14.0 － 3 200 2.95 3.20 6.40 2.36 － － －

6.3 7.1 － 屋外機送り － － － － 20.5 － －

(参考)SSRC140CD

53

－

欠番

欠番

欠番

欠番

EHP-121 電気式空冷ヒートポンプ(冷暖切替形) 屋外機 2 設備機器置場 1 22.4 25.0 － 3 200 6.05 6.50 7.24 5.77 － － －

EHP-121-1 外気処理エアコン 天井埋込ダクト形(加湿無し) 屋内機 1 倉庫 1 22.4 13.9 － 1 200 0.76 0.76 － － 28 150 〇

－ (参考)RXYA224A

380 (参考)FXYMA224ZAN

PAC-105

PAC-105-1

2.00 2.24 3.7 1.29 － － －

－ － － － 21.5 － －

(参考)SSRH80CV

53

－

建設ラボ

[溶接工場用外気処理エアコン]



滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）
334956

4756
一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課

全熱交換器

【実習工場・実験室棟】
－
－

M102

機器番号 形　　式
24Ｈ
換気
対応

設置場所
数量

送風機 全熱交換効率
電　源 消費電力

設定

起動方式 連動機器風量 静圧 冷房 暖房 ノッチ 備　　考

階 室　　名 m3/h Pa ％以上 φ Ｖ kW －

HEX-101 天井埋込形 ○ 1 創作工場 3 400 200 64 76 1 100 0.210 強 手元リモコン －

マイコンタイプ

HEX-102 天井埋込形 ○ 1 流体工学実験室 1 300 200 64 76 1 100 0.210 強 手元リモコン －

マイコンタイプ

HEX-103 天井埋込形 ○ 1 熱力学実験室 1 300 200 64 76 1 100 0.210 強 手元リモコン －

マイコンタイプ

HEX-104 天井埋込形 ○ 1 機械力学実験室 1 300 200 64 76 1 100 0.210 強 手元リモコン －

マイコンタイプ

HEX-105 天井埋込形 ○ 1 制御工学実験室 1 300 200 64 76 1 100 0.210 強 手元リモコン －

マイコンタイプ

HEX-106 天井埋込形 ○ 1 材料力学実験室 1 300 200 64 76 1 100 0.210 強 手元リモコン －

マイコンタイプ

欠番

HEX-108 天井埋込形 ○ 1 構造実験室 1 300 200 64 76 1 100 0.210 強 手元リモコン －

マイコンタイプ

HEX-109 天井埋込形 ○ 1 衛生環境解析室 1 300 200 64 76 1 100 0.210 強 手元リモコン －

マイコンタイプ

HEX-110 天井埋込形 ○ 1 衛生環境実験室 1 300 200 64 76 1 100 0.210 強 手元リモコン －

マイコンタイプ

HEX-111 天井埋込形 ○ 1 教室 2 600 200 63 72 1 100 0.480 強 手元リモコン －

マイコンタイプ

HEX-112 天井埋込形 ○ 1 プラズマラボ 1 300 200 64 76 1 100 0.210 強 手元リモコン －

マイコンタイプ

1

HEX-113 天井埋込形 ○ 1 材料ラボ 1 300 200 64 76 1 100 0.210 強 手元リモコン －

マイコンタイプ

HEX-114 天井埋込形 ○ 1 建設ラボ 1 300 200 64 76 1 100 0.210 強 手元リモコン －

マイコンタイプ

HEX-201 天井埋込形 ○ 2 管理室 1 150 200 63 73 1 100 0.142 強 手元リモコン －

マイコンタイプ

R-2 集中コントローラー － 2 管理室 1 － － － － 1 100 0.012 － － －

液晶タッチパネル式 一括運転/停止、風量設定、週間スケジュール設定

(共通事項)

1 共通附属品

天井埋込形 防振吊金具、リモコン(24時間換気対応)

2 全熱交換器の自動換気切替制御、予熱時外気取り入れ停止制御の機能付とする。

3 全熱交換器の全熱交換効率は、JIS B 8628に規定された試験方法による。

4 予備フィルターは100%とする。

送風機

機器番号 形　　式 用途
24Ｈ
換気
対応

設置場所 [　]内は系統名
数量

羽根径
番手等

送風機
加湿 電　源

　
消費電力
又は出力 起動方式 連動機器風量 静圧 備　　考

階 室　　名 m3/h Pa L/h φ Ｖ kW

EF-101 消音ボックス付送風機 排気 － 1 機械工場 1 #1 1/2 1,350 200 － 1 100 0.484 機器連動 EHP-117-1

天吊埋込形

EF-102 消音ボックス付送風機 排気 － 1 土質実験室 1 #1 1/2 1,450 200 － 1 100 0.484 機器連動 EHP-118-1

天吊埋込形

EF-103 消音ボックス付送風機 排気 － 1 構造材料実験室 1 #1 1/2 1,150 200 － 1 100 0.348 機器連動 EHP-119-1

天吊埋込形

EF-104 消音ボックス付送風機 排気 － 1 水理実験室 1 #1 1/2 1,600 200 － 1 100 0.484 機器連動 EHP-120-1

天吊埋込形

EF-105 消音ボックス付送風機 排気 － 1 倉庫 1 #2 3,350 200 － 3 200 1.270 温度スイッチ －

天吊埋込形

EF-106 消音ボックス付送風機 排気 － 1 WC（男） 1 #1 1/2 800 200 － 1 100 0.202 人感センサー －

天吊埋込形

EF-107 消音ボックス付送風機 排気 － 1 WC（女）・SK 1 #1 1/4 600 200 － 1 100 0.159 人感センサー －

天吊埋込形

EF-108 消音ボックス付送風機 排気 － 1 WC（多目的） 1 #1 1/4 200 200 － 1 100 0.088 人感センサー －

天吊埋込形

EF-109 消音ボックス付送風機 排気 － 1 廃液保管庫 1 #1 1/4 250 200 － 1 100 0.088 現地タイマー －

天吊埋込形

EF-110 消音ボックス付送風機 排気 － 1 セメント資材保管庫 1 #1 1/4 300 200 － 1 100 0.088 現地タイマー －

天吊埋込形

EF-111 消音ボックス付送風機 排気 － 1 測量器具庫 1 #1 1/4 250 200 － 1 100 0.088 現地タイマー －

天吊埋込形

SF-101 消音ボックス付送風機 給気 － 1 倉庫 1 #2 3,350 200 － 3 200 1.270 機器連動 EF-105

天吊埋込形

SF-102 消音ボックス付送風機 給気 － 1 溶接ヒューム給気 1 #1 1/2×2 5,500 200 － 3 200 1.500 手元スイッチ －

天吊埋込形

(共通事項)

1 共通附属品

消音ボックス付送風機 スプリング防振吊金具

2 消音ボックス付送風機の消費電力は、JIS C 9603に規定された試験方法による。

3 手元スイッチ、温度スイッチ、スケジュールタイマー及び人感センサーは電気工事とする。

4 ファンインバーター本体は本工事とし電気工事に支給する。

5 機器連動は電気工事とする。

 空調設備　機器表　その２

EF-112 消音ボックス付送風機 排気 ○ 1 溶接工場

天吊埋込形

EF-113 消音ボックス付送風機 排気 ○ 1 水中養生室 1 #1 1/4 手元スイッチ －

天吊埋込形

200 200 － 1 100 0.088

#1 1/2 1,600 200 － 1 100 0.484 機器連動 EHP-121-11
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滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

空調設備 配管系統図

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.

発行日
公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 【実習工場・実験室棟】
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配管名称
配管径

液管 ガス管

①

②

6.4φ 12.7φ

③

9.5φ 12.7φ

④

9.5φ 15.9φ

⑤

9.5φ 19.1φ

⑥

9.5φ 22.2φ

⑦

9.5φ 25.4φ

⑧

12.7φ 19.1φ

⑨

12.7φ 22.2φ

⑩

12.7φ 25.4φ

⑪

12.7φ 28.6φ

⑫

15.9φ 25.4φ

⑬

15.9φ 28.6φ

⑭

19.1φ 28.6φ

⑮

19.1φ 31.8φ

19.1φ 38.1φ

〈注記〉
1) ドレン管の口径は特記なき限り、立て管･･･50A 枝管･･･40A 機器接続･･･25Aとする。
2)      :防火区画貫通処理材(国土交通省認定)を示す。
3) 加湿用給水管は、機器接続側にGV20、FJ20を取り付けること。
4) 室内外連絡線は下記とし冷媒管共巻きとする。
   ビル用マルチ･･･EM-CEE1.25mm2-2C 個別エアコン・・・EM-EEF2. Omm2-3C
5) ※最寄り雨水桝建築工事へ接続

 R 
 R 

 R 

PAC

105

4

EHP

121

5

PAC

105-1

EHP

121-1



〈注記〉
1) ドレン管の口径は特記なき限り、立て管･･･50A 枝管･･･40A 機器接続･･･25Aとする。
2) :防火区画貫通処理材(国土交通省認定)を示す。
3) :防火区画、防火上主要な間仕切壁を示す。 
4) :防火区画、防火上主要な間仕切壁を示す。(114条)
5) 加湿用給水管は、機器接続側にGV20、FJ20を取り付けること。
6) 室内外連絡線は下記とし冷媒管共巻きとする。

ビル用マルチ･･･EM-CEE1.25mm2-2C 個別エアコン・・・EM-EEF2. Omm2-3C
7) ※最寄り雨水桝建築工事へ接続
8)      :エアコンスリーブ100φを見込むこと
   (屋内側:樹脂製キャップ×1、屋外側:SUS製キャップ×1)

【実習工場・実験室棟】 M104
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滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号
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A3:

新築機械設備工事（第３工区）

空調設備 1階配管平面図

334956
4756

一級建築士 NO.
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工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課
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M105
1/200
1/400

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

空調設備 2階配管平面図

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 【実習工場・実験室棟】

歩行用冷媒ラック 600W     
(ステンレス鋼板製)

〈注記〉
1) ドレン管の口径は特記なき限り、立て管･･･50A 枝管･･･40A 機器接続･･･25Aとする。
2)      :防火区画貫通処理材(国土交通省認定)を示す。
3)      :防火区画、防火上主要な間仕切壁を示す。 
4)      :防火区画、防火上主要な間仕切壁を示す。(114条)
5) 加湿用給水管は、機器接続側にGV20、FJ20を取り付けること。
6) 室内外連絡線は下記とし冷媒管共巻きとする。
   ビル用マルチ･･･EM-CEE1.25mm2-2C 個別エアコン・・・EM-EEF2. Omm2-3C
7) ※最寄り雨水桝建築工事へ接続

配管名称
配管径

液管 ガス管

①

②

6.4φ 12.7φ

③

9.5φ 12.7φ

④

9.5φ 15.9φ

⑤

9.5φ 19.1φ

⑥

9.5φ 22.2φ

⑦

9.5φ 25.4φ

⑧

12.7φ 19.1φ

⑨

12.7φ 22.2φ

⑩

12.7φ 25.4φ

⑪

12.7φ 28.6φ

⑫

15.9φ 25.4φ

⑬

15.9φ 28.6φ

⑭

19.1φ 28.6φ

⑮

19.1φ 31.8φ

19.1φ 38.1φ

   ,   ,   ,   ,   ,   5 5 5 5 5 6

   ,   ,   ,   ,   4 5 5 4 5

   ,   4 5    ,   ,   ,   ,   ,   ,   ,   10 10 5 5 5 4 4 4    ,   ,   ,   ,   ,   ,   ,   ,   5 6 5 5 5 5 5 5 450

   5

5

6 4 5 5 4 6 5 5 10 5 5 5 5

5 5 5 5 4 4 4 5 6 5 5 5

1 6 8 11 129 1075432

A

D

B

E

機械工場上部 管理室

電気盤

電気盤

電気盤

電気盤

(中2F)C

4a 8a

B1

81000

400 8000 8000 8000 8000 7000 7000 7000 7000 7000 7000 7000 400

3200 4800 2500 4500

▼

40
0

10
00

0
63

75
63

75
40

0

22
75

0
70

00

31
00

32
75

溶接工場上部
材料力学実験室

上部
土質実験室

上部

創作工場
上部

プラズマラボ
上部

材料ラボ
上部

建設ラボ
上部

測量器具庫
上部

EPS

構造実験室
上部

廊下1-1上部

廊下1-2上部

40
0

天井内

屋根
水勾配
(1/75)

水勾配
(1/75)

C1
UP

Ｎ

構造材料実験室
上部

熱力学実験室
上部

配管取り出し口
H＝1300

配管取り出し口
H＝1300

メンテナンス手摺
PAC

201-1

EHP

102

EHP

113

EHP

114

EHP

115

EHP

116

EHP

112

EHP

105

PAC

201

EHP

117

EHP

101
×5

EHP

118

EHP

119

EHP

106

PAC

101

PAC

102

EHP

108

PAC

103

EHP

107

PAC

104

EHP

103

EHP

109

EHP

104

EHP

120

EHP

110

EHP

111

×2

×2
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 R
 

 R
 

 R
 

 R
 

 R
 

 R
 

 R
 

 R
 

 R
 

 R
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消+F

5 4
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NON
NON

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

空調設備 ダクト系統図

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 【実習工場・実験室棟】

29
70

▽R階

▽2階

▽1階

25
50

機械工場

機械工場上部

倉庫 溶接工場
材料力

学実験室 土質実験室 構造材料実験室

セメント
資材

保管庫 流体工学実験室
衛生環境
解析室

衛生環境
実験室 水理実験室

制御工
学実験室

機械力
学実験室熱力学実験室 構造実験室

教室
(40人席)

測量
器具庫 建設ラボ 材料ラボ プラズマラボ 創作工場 男子ﾄｲﾚ

管理室
(中2F)

溶
接
工
場
上
部 材料力学実験室上部 土質実験室上部 構造材料実験室上部

熱力学実験室
上部

構造実験室
上部

測量
器具庫
上部天井内 建設ラボ上部 材料ラボ上部

プラズマラボ
上部 創作工場上部

廊下
1-2

屋根屋根

水中養生室 廃液保管庫 廊下1-3
SK・

女子ﾄｲﾚ多目的ﾄｲﾚｼｬﾜｰ室

EHP

117-1

EHP

115-1

EHP

111-1

EHP

110-1
×2

EHP

120-1

EF

101

HEX

201

EF

110

EF

105

SF

101

SF
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HEX

106

EHP

118-1

EF

102

EHP
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EF

103
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113

HEX
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HEX
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HEX
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HEX
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×2
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M107
1/200
1/400

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

空調設備 1階ダクト平面図

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 【実習工場・実験室棟】

1 6

8

8 11 129 1075432

A

D

B

E

Ｎ

制御工
学実験室

衛生環境実験室

土質実験室
流体工
学実験室

熱力学実験室

機械力
学実験室

水理実験室

倉庫

創作工場

機械工場

プラズマラボ
構造実験室

緊急シャワー

教室(40人席)

廊下1-2

溶接工場

女子ﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚ

廃液
保管庫

材料力学実験室 構造材料実験室

水中
養生室

EPS

建設ラボ

多目的
ﾄｲﾚ

PS

▲ ▲ ▲

▼

▲▲ ▲ ▲

▼▼▼▼▼

▲

▼

屋外作業場

C

4a

8a

8a

B1

▲▲

SK

受変電設備

SS

SS

地流し

SS

SS

UP

材
料
ラ
ボ

測量
器具庫

▼ ▼

81000
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00
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75

0

400 8000 8000 8000 8000 7000 7000 7000 7000 7000 7000 7000 400

2500 45003200 4800

40
0
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00
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31
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75

廊下1-1

廊下
1-3

2500

40
0

400 400

40
0

消+F

消+F 消+F

F

F

F

F

屋外洗い場 ごみ置き場

ボンベ庫

上部庇 上部庇

上部庇

上部庇

風洞実験用開口

C1

15
50

キュービクル前面メンテナン
ス歩廊（W=600）

メッシュフェンスA

SS SS

プログラム
恒温室

F F

実験設備基礎

実験設備基礎

セメント
資材

保管庫

恒温室
ユニット
(別途工事)

衛生環境
解析室

EF

101

EHP

117-1

EF

105

SF

101

HEX

106

EHP

118-1

EF

102

EHP

119-1

EF

103

EF

110

EF

113

HEX

102

HEX

109

EHP

111-1

HEX

110

EHP

110-1
×2

HEX

101
×3

HEX

112

EF

109

HEX

113

EHP

115-1

HEX

114

EF

111

HEX
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×2

HEX
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HEX

103

HEX

104

HEX
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EF
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H-2
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 SOA 
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 SOA 
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 PA 

床上+2500mm
ドラフトチャンバー用ダクト250φフランジ止め

床上+2500mm

ドラフトチャンバー用ダクト250φフランジ止め×3

500φフランジ止め

床上+1400mm(ダクト芯)

風洞実験装置接続ダクト
SUS製ウェザーカバー600×600

350×300

350×300

250φ

250φ250φ

300φ

300×300

250φ
250φ

300φ

250φ

350×300

350×300

350×300
350×300

450×400

500×500

350×350

350×350

200φ

150φ

150φ

200φ

300×300

200φ

200φ

300×300

350×300

350×300

300φ

300φ

300φ

300φ

350×300300φ

300φ
200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ200φ

150φ

150φ
350×300

300φ

300φ

200φ

200φ

350×300 350×300

200φ

200φ

200φ200φ

150φ

150φ

300φ

300φ
350×300

200φ

200φ200φ

350×300

350×300 300φ

300φ

200φ

350×300

350×300

300φ

250φ 200φ

200φ 200φ

200φ

200φ

150φ

150φ150φ
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200φ
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200φ
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200φ
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200φ
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200φ
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250φ

250φ250φ
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200φ

200φ

150φ
150φ

200φ

200φ

200φ
200φ

200φ

150φ
150φ

150φ

350×300

200φ 200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ,200φ

200φ

200φ,200φ

200φ,200φ

450×400,350×300,500×500 250

200φ,300×300 200φ,350×300

300φ 350×300 250 250,250

 OA :　給気ダクト

 EA :　排気ダクト

 DEA :　ドラフト排気ダクト

 PA :　パスダクト

凡例

(GW25t)消音内貼

機械工湯

350×350

CMH560

3
VHS

SOA

BOX 550×550×350H

(GW25t)消音内貼

CMH

3
HS

EA

BOX 

450

300×300

500×500×350H

(GW25t)消音内貼

創作工場

200×200

CMH200

6
VHS

SA

BOX 400×400×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

3
HS

RA

BOX 

400

300×300

500×500×300H

(GW25t)消音内貼

プラズマラボ

200×200

CMH150

2
VHS

SA

BOX 400×400×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

RA

BOX 

300

250×250

450×450×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

2
VHS

SOA

BOX 

840

400×400

600×600×400H

材料ラボ

建設ラボ

(GW25t)消音内貼

測量器具庫

250×250

CMH250

1
VHS

OA

BOX 450×450×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

EA

BOX 

(GW25t)消音内貼

教室(40人席)

CMH300

4
VHS

SA

BOX 

(GW25t)消音内貼

CMH

2
HS

RA

BOX 

600

350×350

550×550×350H

構造実験室

熱力学実験室

機械力学実験室

(GW25t)消音内貼

倉庫

600×600

CMH1675

2
VHS

OA

BOX 800×800×400H

(GW25t)消音内貼

CMH

2
HS

EA

BOX 

1675

600×600

800×800×400H

(GW25t)消音内貼

溶接工場

600×600

CMH1834

3
VHS

OA

BOX 800×800×450H

(GW25t)消音内貼

材料力学実験室

200×200

CMH150

2
VHS

SA

BOX 400×400×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

RA

BOX 

300

250×250

450×450×300H

(GW25t)消音内貼

土質実験室

400×400

CMH840

2
VHS

SOA

BOX 600×600×400H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

EA

BOX 

1450

550×550

750×750×400H

(GW25t)消音内貼

構造材料実験室

400×400

CMH840

2
VHS

SOA

BOX 600×600×400H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

EA

BOX 

1150

500×500

700×700×400H

(GW25t)消音内貼

セメント資材保管庫

250×250

CMH300

1
VHS

OA

BOX 450×450×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

EA

BOX 

300

250×250

450×450×300H

(GW25t)消音内貼

水中養生室

200×200

CMH200

1
VHS

SA

BOX 400×400×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

RA

BOX 

200

200×200

400×400×300

(GW25t)消音内貼

流体工学実験室

200×200

CMH150

2
VHS

SA

BOX 400×400×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

RA

BOX 

300

250×250

450×450×300H

(GW25t)消音内貼

250×250

CMH300

1
VHS

SA

BOX 450×450×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

RA

BOX 

300

250×250

450×450×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

2
VHS

SOA

BOX 

840

400×400

600×600×400H

衛生環境解析室

(GW25t)消音内貼

200×200

CMH150

2
VHS

SA

BOX 400×400×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

RA

BOX 

300

250×250

450×450×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

4
VHS

SOA

BOX 

840

400×400

600×600×400H

衛生環境実験室

(GW25t)消音内貼

廃液保管庫

250×250

CMH250

1
VHS

PA

BOX 450×450×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

EA

BOX 

250

250×250

450×450×300H

制御工学実験室

(GW25t)消音内貼

女子ﾄｲﾚ・SK

200×200

CMH200

3
HS

EA

BOX 400×400×300H

(GW25t)消音内貼

男子ﾄｲﾚ

250×250

CMH267

3
HS

EA

BOX 450×450×300H

(GW25t)消音内貼

多目的ﾄｲﾚ

200×200

CMH200

1
VHS

PA

BOX 400×400×300H

(GW25t)消音内貼

水理実験室

400×400

CMH840

2
VHS

SOA

BOX 600×600×400H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

EA

BOX 

1600

550×550

750×750×450H

(GW25t)消音内貼

廊下1-3

250×250

CMH250

1
VHS

OA

BOX 450×450×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

PA

BOX 

250

記号

A-1

ガラリチャンバーリスト

B-2

C-1

C-2

種類

EA

OA

OA

EA

1200×500×500H

寸法

3200×500×500H

1700×500×500H

1700×500×500H

備考

- 1

数量

2000×500×500H

2000×500×500HEA

EAD-1

E-1

3800×500×500H

3500×500×500HEA

OAF-2

G-1

3500×500×500HOAG-2

-

-

-

-

-

-

-

-

1

2

3

1

2

1

2

1

3000×500×500HEAH-1

3000×500×500H

2500×500×500HOA

OAH-2

I-2

1100×500×500HEAJ-1

-

-

-

-

1

1

1

1

〈注記〉
1)      :防火区画、防火上主要な間仕切壁を示す。 
2)      :防火区画、防火上主要な間仕切壁を示す。(114条)
3)      :ドアガラリまたはアンダーカット

(GW25t)消音内貼

200×200

CMH150

2
VHS

SA

BOX 400×400×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

RA

BOX 

300

250×250

450×450×300H

(GW25t)消音内貼

200×200

CMH150

2
VHS

SA

BOX 400×400×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

RA

BOX 

300

250×250

450×450×300H

250×250

250

450×450×300H

250×250

450×450×300H

(GW25t)消音内貼

200×200

CMH150

2
VHS

SA

BOX 400×400×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

RA

BOX 

300

250×250

450×450×300H

(GW25t)消音内貼

200×200

CMH150

2
VHS

SA

BOX 400×400×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

RA

BOX 

300

250×250

450×450×300H

(GW25t)消音内貼

200×200

CMH150

2
VHS

SA

BOX 400×400×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

RA

BOX 

300

250×250

450×450×300H

(GW25t)消音内貼

200×200

CMH150

2
VHS

SA

BOX 400×400×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

RA

BOX 

300

250×250

450×450×300H

250×250

450×450×300H

FD

FD

FD

FD

FD

FDFDFD
FD

FD

FD×2FD×2
FD×2

FD×3
FD×3

FD
FD

FD

FD

FD

FD

FD

FD

FD

FD×2FD

VC VC
300φ300φ

VD

 E
A 

EF

112

VD

(GW25t)消音内貼

200×200

CMH200

1
HS

EA

BOX 400×400×300H

（別途工事）
450×400

350×350

300φ

350×300

 OA 

 O
A 

350×300

EHP

121-1

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

EA

BOX 

1600

550×550

750×750×450H

(GW25t)消音内貼

400×400

CMH840

2
VHS

SOA

BOX 600×600×400H

350×300



M108
1/200
1/400

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

空調設備 2階ダクト平面図

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 【実習工場・実験室棟】

1 6 8 11 129 1075432

A

D

B

E

機械工場上部

管理室

電気ケーブルラック

(中2F)

C

4a 8a

B1

81000

400 8000 8000 8000 8000 7000 7000 7000 7000 7000 7000 7000 400

3200 4800 2500 4500

▼

40
0

10
00

0
63

75
63

75
40

0

22
75

0
70

00

31
00

32
75

溶接工場上部
材料力学実験室

上部
土質実験室

上部

創作工場
上部

プラズマラボ
上部

材料ラボ
上部

建設ラボ
上部

測量器具庫
上部

EPS

構造実験室
上部

廊下1-1上部

廊下1-2上部

40
0

天井内

屋根
水勾配
(1/75)

水勾配
(1/75)

C1
UP

Ｎ

構造材料実験室
上部

熱力学実験室
上部

配管取り出し口
H＝1300

配管取り出し口
H＝1300

メンテナンス手摺

HEX

201

VC VC

 D
EA
 

L-2 K-1

 E
A 

 E
A 

ウェザーカバー(SUS製)×2

 O
A 

 O
A 

 E
A 

 O
A 

ウェザーカバー(SUS製)×3

 O
A 

 O
A 

 E
A 

 E
A 

 O
A 

 O
A 

 E
A 

 O
A 

 R
A 

 S
A 

 D
EA
 

E-2

 D
EA
 

 D
EA
 

 D
EA
 

 D
EA
 

 D
EA
 RFL+1500mm 以上で排気

 DEA 

 O
A 

 O
A 

 D
EA
 

(GW25t)消音内貼

管理室(中2F)

200×200

CMH150

1
VHS

SA

BOX 400×400×300H

(GW25t)消音内貼

CMH

1
HS

RA

BOX 

150

 OA :　給気ダクト

 EA :　排気ダクト

 DEA :　ドラフト排気ダクト

 PA :　パスダクト

凡例

記号

ガラリチャンバーリスト

種類 寸法 備考 数量

2200×500×500H

1100×500×500HEA

OAE-2

K-1

2300×500×500HOAL-2

-

-

-

1

1

1

450×400,350×300,500×500 250

200φ,300×300 200φ,350×300

300φ 350×300 250 250,250

250 250 250,250

〈注記〉
1)      :防火区画、防火上主要な間仕切壁を示す。 
2)      :防火区画、防火上主要な間仕切壁を示す。(114条)
3)      :ドアガラリまたはアンダーカット

200×200

400×400×300H

 O
A 

 O
A 



M109
1/200
1/400

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

空調設備 R階ダクト平面図

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 【実習工場・実験室棟】

1 6 875432

A

D

B

C

4a

B1

22
75

0

400 8000 8000 8000 8000 7000 7000 7000

3200 4800

40
0

10
00

0
63

75
63

75

31
00

32
75

C1

屋根
水勾配
(1/75)

水勾配
(1/75)

40
0

配管取り出し口
H＝1300

庇

庇

庇

 D
EA
 

 D
EA
 RFL+1500mm 以上で排気

250

250

 OA :　給気ダクト

 EA :　排気ダクト

 DEA :　ドラフト排気ダクト

 PA :　パスダクト

凡例



滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）
334956

4756
一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課

EHP

101-1
×10

EHP

117-1

EHP

105-1
×3

HEX

106

EHP

106-1
×4

EHP

118-1

EHP

107-1
×8

EHP

119-1

EHP

103-1
×4

HEX

102

PAC

104-1
×2

HEX

109

EHP

111-1

EHP

109-1
×4

HEX

110

EHP

110-1
×2

EHP

102-1
×3

HEX

101
×3

EHP

113-1
×2

HEX

112

EHP

114-1
×2

HEX

113

EHP

115-1

EHP

116-1
×2

HEX

114

EHP

112-1
×3

HEX

111
×2

EHP

108-1
×2

HEX

108

PAC

101-1
×2

HEX

103

PAC

102-1
×2

HEX

104

PAC

103-1
×2

HEX

105

EHP

104-1
×3

EHP

120-1

1 6

8

8 11 129 1075432

A

D

B

E Ｎ

▲ ▲ ▲

▼

▲▲ ▲ ▲

▼▼▼▼▼

▲

▼

C

4a

8a

8a

B1

▲▲

SK

受変電設備

S
S

S
S

地流し

SS

SS

UP

▼ ▼

81000

7
0
0
0

2
2
7
5
0

400 8000 8000 8000
8000

7000 7000 7000 7000 7000 7000 7000 400

2500 45003200 4800

4
0
0

1
0
0
0
0

6
3
7
5

6
3
7
5

3
1
0
0

3
2
7
5

2500

4
0
0

400 400

4
0
0

消+F

消+F 消+F

F

F

F

F

屋外洗い場 ごみ置き場
ボンベ庫

上部庇 上部庇

上部庇

上部庇

風洞実験用開口

C1

1
5
5
0

キュービクル前面
メンテナンス歩廊

（W=600）
メッシュフェンスA

SS SSF F

実験設備基礎

実験設備基礎

1/200
1/400

M110【実習工場・実験室棟】

 空調設備　1階リモコン配線平面図

記号 名称 配線
配管

屋内 屋外

〈機器凡例〉

ＡＲ ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ （ＰＦ２２） -

ＨＲ ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ （ＰＦ２２） -

〈注記〉

１．天井内はケーブルコロガシ配線施工とする。

備考

エアコン室内機

全熱交換器

AR×3
HR×3

ＯＲ ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ （ＰＦ２２） - 外気処理エアコン

AR×2,HR AR×2,HR,OR AR×2,HR

AR×3,HR×2 AR×2,HR

AR×3
OR

HR
OR×2

AR×4
HR
OR

AR×2
HR
AR×4

OR
AR×3

OR
AR×4

HR
AR×3

OR
AR×10

AR×2,HR AR×2,HR AR×2,HR

AR
OR

PAC

105-1

EHP

121-1



滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）
334956

4756
一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課

HEX

201

1 6 8 11 129 1075432

A

D

B

E

機械工場上部

管理室

水中 恒温室
室外機

(中2F)

C

4a 8a

B1

81000

400 8000 8000 8000 8000 7000 7000 7000 7000 7000 7000 7000 400

3200 4800 2500 4500

▼

4
0
0

1
0
0
0
0

6
3
7
5

6
3
7
5

4
0
0

2
2
7
5
0

7
0
0
0

3
1
0
0

3
2
7
5

溶接工場上部
材料力学実験室

上部
土質実験室

上部

創作工場
上部

プラズマラボ
上部

材料ラボ
上部

建設ラボ
上部

測量器具庫
上部

EPS

構造実験室
上部

廊下1-1上部

廊下1-2上部

4
0
0

天井内

庇 上部庇

庇

庇

屋根
水勾配
(1/75)

水勾配
(1/75)

C1
UP

Ｎ

構造材料実験室
上部

熱力学実験室
上部

配管取り出し口
H＝1300

配管取り出し口
H＝1300

1200 6000 1850 8000

1
2
0
0

1
5
0
0

メンテナンス手摺

1/200
1/400

M111【実習工場・実験室棟】

 空調設備　2階リモコン配線平面図

集中コントローラー×2
（EHP､全熱交換器）

HR
AR

記号 名称 配線
配管

屋内 屋外

〈機器凡例〉

ＡＲ ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ （ＰＦ２２） -

ＨＲ ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ （ＰＦ２２） -

〈注記〉

１．天井内はケーブルコロガシ配線施工とする。

備考

エアコン室内機

全熱交換器

ＯＲ ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ （ＰＦ２２） - 外気処理エアコン

消+F

EHP

102

EHP

113

EHP

114

EHP

115

EHP

116

EHP

112

EHP

105

PAC

201

EHP

117

EHP

101
×5

EHP

118

EHP

119

EHP

106

PAC

101

PAC

102

EHP

108

PAC

103

EHP

107

PAC

104

EHP

103

EHP

109

EHP

104

EHP

120

EHP

110

EHP

111

×2

×2

EHP

121

PAC

105

PAC

201-1



滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）
334956

4756
一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課

 衛生設備　機器表・器具表 －
－

M112

衛生器具表

器具名称
参考品番
(LIXIL)
(TOTO)

付 属 品

1階

大便器

床置形タンク式 温水洗浄暖房便座（蓋なし、擬音装置含む）+ｴｺﾘﾓｺﾝ 棚付2連紙巻器（高耐荷重）

4 2 2BC-P110SA/DQ-PA150CH CW-PA21LQE-NEC-R1(310W,ｺﾝｾﾝﾄ） CF-63HST

小便器

壁掛壁排水（低リップ） 節水型

2 2U-A51AP (AC100V,8W）

洗面器

アンダーカウンター式(ｶｳﾝﾀｰ建築工事) 自動単水栓 電気温水器(3L) 壁排水金物、排水口カバー ブラケット

4 2 2L-2295 AM-300CV1(1.4W,ｺﾝｾﾝﾄ） EHPS-CA3ECS2(700W,ｺﾝｾﾝﾄ) LF-105PAL、A-6224 LF-625K

掃除流し

バック付掃除用流し 水栓 ﾘﾑｶﾊﾞｰ 排水金物（床排水） 給水ﾎｰｽ バックハンガー

1 1S-202A LF-7KEZ-19-U 流し本体に含む SF-20SAF-P SF-202 SF-10E

多機能トイレパック

多機能トイレパック 温水洗浄暖房便座（蓋無し）+大型ﾘﾓｺﾝ（温風乾燥付） 電気温水器(0.8L)（洗面器） ﾛｰﾀﾝｸ

1 1PTWC-HC103L/R1A1ANWW CW-PC12-CK-UR-TU（1300W,ｺﾝｾﾝﾄ） ﾊﾟｯｸ品番に含む(350W,ｺﾝｾﾝﾄ) ﾊﾟｯｸ品番に含む(7.5W,ｺﾝｾﾝﾄ）

単水栓

レバー式自在水栓

22 2 1 2 3 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 3LF-12ZF-13-U

※流し台建築工事、配管接続は本工事

水栓

キー式カップリング付横水栓

LF-15G-13-CV

緊急用シャワー

緊急用シャワー 洗眼器付

1

（共通事項） 上記付属品に記載がない、手すり、背もたれ、フック、ベビーチェア、多目的シート、鏡類は全て建築工事とする

各器具を繋ぐ制御線については本工事に含む

各衛生器具に必要とする標準付属品は本工事に含む

電気温水器の定格加熱能力及び定格電気容量は、JIS C 9219の定格条件及び試験方法による

電気温水器の給湯管接続口径は13Aとする

電気給湯器

機器番号 名　　称
設置場所

数量 仕　　様

能力
タンク容量 電　源 消費電力

備　　考号数 加熱

階 室　　名 号 kW L φ Ｖ kW

WHE-1 貯湯式電気温水器 1 機械工場 2 台下設置形、洗い物用、ウィークリータイマー、自動給排水 － － 12 1 200 1.5

止水栓、給水給湯連結管、膨脹水処理装置、逃し管、耐震固定金具

WHE-2 貯湯式電気温水器 中2 管理室 1 台下設置形、飲用・洗い物用、ウィークリータイマー、自動給排水 － － 12 1 200 1.5

止水栓、給水給湯連結管、膨脹水処理装置、逃し管、耐震固定金具

(共通事項)

1 貯湯式電気温水器の定格加熱能力及び定格消費電力は、JIS C 9219の定格条件及び試験方法による。

2 家庭用ヒートポンプ給湯機の定格加熱能力及び定格消費電力は、JIS C 9220に規定された条件による。

3 業務用ヒートポンプ給湯機の定格加熱能力及び定格消費電力は、JRA 4060に規定された条件による。

4 給湯管の保温仕様は公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)令和4年度版による。

消火器具

機器番号 名　　称
設置場所

数量 形式

付　属　品 本体寸法(参考)

備　　考
バルブ ホース ノズル 表示灯 発信器

非常用
コンセント

非常用
電話

W D H

階 室　　名 mm mm mm

HB-1 広範囲型2号消火栓 1 各所 3 埋込形（消火器ボックス併設） 25A×1 30m×1 1 別途 別途 － － 900 200 1,150

2 各所 1

(共通事項)

1 表示灯、発信器、非常用コンセント、非常用電話は電気工事とする。

【実習工場・実験室棟】

CFS498BK TCF5534AU(311W,ｺﾝｾﾝﾄ） YH701

UFS900R (AC100V,0.5W以下）

L-532 TLE28SS1A(0.6W,ｺﾝｾﾝﾄ） REWF03B1RSM(600W,ｺﾝｾﾝﾄ) TLDP2105JA、TH651 TL516GR

SK22A T23AEQ20C TK22 T37SGEP TN114 T9R

TCF5841AUPR（1260W,ｺﾝｾﾝﾄ）UADAK01R/L1A1AND1WB

T130AEQF13C

T28KUNH13

502-50FS/日本エンコン参考

　〃　(1.0L,350W,ｺﾝｾﾝﾄ) ﾊﾟｯｸ品番に含む

1

水栓柱共

2 2

- 消火器 1 各所 9

2 各所 1

ABC10型消火器 屋内消火栓併設：4か所　他

ボックスまたは置台は建築工事

材料力学実験室

衛生環境実験室

衛生環境解析室

材料ラボ

1

1

1

1

1

2

1

1



【実習工場・実験室棟】 M113
NON
NON

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

衛生設備 系統図

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課

29
70

▽R階

▽2階

▽1階

25
50

機械工場

機械工場上部

倉庫 溶接工場 ボンベ庫
材料力
学実験室 土質実験室

構造材料
実験室 水中養生室

恒温室ユニット
(別途工事)

セメント
資材

保管庫屋外作業場
流体工
学実験室

衛生環境
解析室

衛生環境
実験室

廃液
保管庫 水理実験室 男子ﾄｲﾚ 女子ﾄｲﾚ・SK 多目的ﾄｲﾚ 緊急シャワー

制御工
学実験室

機械力
学実験室熱力学実験室 構造実験室

教室
(40人席)

測量
器具庫 建設ラボ 材料ラボ プラズマラボ 創作工場 廊下1-3

管理室
(中2F)
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上部
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熱力学実験室
上部
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上部
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器具庫
上部天井内

建設ラボ
上部

材料ラボ
上部

プラズマラボ
上部
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【実習工場・実験室棟】 M114
1/400
1/800

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

衛生設備 配置図

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼
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▼
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▼

▼
▼

レインガ-デン

駐輪場2
駐車場2

階段C

浸透池

エントランス広場

実習工場・実験室棟

屋外作業場

ゴミ置き場3

受変電設備

体育館

渡り廊下6

渡り廊下7

渡り廊下5

N

車路

車路

車路

1/20

1/20

1/20

１工区 ３工区

１工区 ３工区

 G 
 X 

 G 
 X 

 G
 
 X

 

 － 

 －
 

 －  － 

 －
 

 －
 

私設量水器65

水栓柱

水栓柱

凡例
        敷地境界線
        延焼ライン
        工区区分線
        本工事範図外(第1工区)

桝リスト 実習工場・実験室棟

設計GL= 98.92

番号 種　　　類 仕　　　様 地盤ﾚﾍﾞﾙ(m)
管底高(mm)

寸　法 ふ　　　た
管底ﾚﾍﾞﾙ(m) 設計GLより MH天端より

1 小口径桝(インバート桝) 90L 100-200 98.92 98.27 -650 -650 200 φ 塩ビ製ふた

2 小口径桝(インバート桝) 90Y 100-200 98.92 98.21 -710 -710 200 φ 塩ビ製ふた

3 小口径桝(インバート桝) 90Y 100-200 98.92 98.13 -790 -790 200 φ 塩ビ製ふた

4 小口径桝(インバート桝) 90L 100-200 98.76 98.05 -870 -710 200 φ 塩ビ製ふた

5 小口径桝(インバート桝) 90L 100-200 98.76 97.97 -950 -790 200 φ 塩ビ製ふた

6 小口径桝(インバート桝) 90Y 100-200 98.84 97.92 -1,000 -920 200 φ 塩ビ製ふた

7 小口径桝(インバート桝) 90L 100-200 98.92 97.87 -1,050 -1,050 200 φ 塩ビ製ふた

8 小口径桝(インバート桝) 90Y 100-200 98.92 97.82 -1,100 -1,100 200 φ 塩ビ製ふた

9 インバート桝 SC-4 99.02 97.72 -1,200 -1,300 900 φ 防臭ふた(MHA)

10 インバート桝 SC-4 99.02 97.67 -1,250 -1,350 900 φ 防臭ふた(MHA)

11 インバート桝 SC-4 99.02 97.61 -1,310 -1,410 900 φ 防臭ふた(MHA)

12 インバート桝 SC-4 98.91 97.52 -1,400 -1,390 900 φ 防臭ふた(MHA)

13 インバート桝 SC-4 98.91 97.49 -1,430 -1,420 900 φ 防臭ふた(MHA)

14 インバート桝 SC-4 98.91 97.42 -1,500 -1,490 900 φ 防臭ふた(MHA)

15 インバート桝 SC-4 98.88 97.31 -1,610 -1,570 900 φ 防臭ふた(MHA)

16 インバート桝 SC-4 98.85 97.20 -1,720 -1,650 900 φ 防臭ふた(MHA)

17 インバート桝 SC-4 98.83 97.11 -1,810 -1,720 900 φ 防臭ふた(MHA)

18 インバート桝 SC-4 98.93 97.02 -1,900 -1,910 900 φ 防臭ふた(MHA)

19 インバート桝 SC-4 99.02 96.93 -1,990 -2,090 900 φ 防臭ふた(MHA)

20 ドロップ桝 SC-5 99.02 96.48 -2,440 -2,540 1200 φ 防臭ふた(MHA)

21 小口径桝(インバート桝) 90L 100-200 98.92 98.17 -750 -750 200 φ 塩ビ製ふた

22 小口径桝(インバート桝) 90Y 100-200 98.92 98.15 -770 -770 200 φ 塩ビ製ふた

23 ドロップ桝 SC-4 98.92 97.62 -1,300 -1,300 900 φ 防臭ふた(MHA)

24 インバート桝 SC-4 98.92 97.52 -1,400 -1,400 900 φ 防臭ふた(MHA)

25 インバート桝 SC-4 98.92 97.45 -1,470 -1,470 900 φ 防臭ふた(MHA)

26 インバート桝 SC-4 98.92 97.40 -1,520 -1,520 900 φ 防臭ふた(MHA)

27 インバート桝 SC-4 98.92 97.31 -1,610 -1,610 900 φ 防臭ふた(MHA)

28 インバート桝 SC-4 98.92 97.21 -1,710 -1,710 900 φ 防臭ふた(MHA)

29 インバート桝 SC-4 98.92 97.15 -1,770 -1,770 900 φ 防臭ふた(MHA)

30 インバート桝 SC-4 98.92 97.10 -1,820 -1,820 900 φ 防臭ふた(MHA)

31 インバート桝 SC-4 98.92 96.99 -1,930 -1,930 900 φ 防臭ふた(MHA)

32 インバート桝 SC-4 98.92 96.88 -2,040 -2,040 900 φ 防臭ふた(MHA)

33 インバート桝 SC-4 98.92 96.79 -2,130 -2,130 900 φ 防臭ふた(MHA)

34 インバート桝 SC-4 98.92 96.69 -2,230 -2,230 900 φ 防臭ふた(MHA)

35 インバート桝 SC-4 98.92 96.59 -2,330 -2,330 900 φ 防臭ふた(MHA)

41 インバート桝 SC-4 98.78 97.50 -1,420 -1,280 900 φ 防臭ふた(MHD)

42 インバート桝 SC-4 98.79 97.30 -1,620 -1,490 900 φ 防臭ふた(MHD)

43 インバート桝 SC-4 98.79 97.10 -1,820 -1,690 900 φ 防臭ふた(MHD)

44 インバート桝 SC-4 98.79 96.90 -2,020 -1,890 900 φ 防臭ふた(MHD)

45 ドロップ桝 SC-5 98.83 96.28 -2,640 -2,550 1200 φ 防臭ふた(MHD)

※桝の深さは参考値とし、現場調整とする。

※化粧ふたの目地はステンレス製とし、仕上材充填は建築工事とする。

123

45

8 7

6

9101112141617 13

18

19

20

15

21

22

2324252627282930323334

4142434445

31

46

46 ドロップ桝 SC-5 98.83 96.24 -2,680 -2,590 1200 φ 防臭ふた(MHD)

100 100

100

65

20

100100

100

150

100 100100

100

65 65

150 150 150
75 75

32,65
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M115
1/200
1/400

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

衛生設備 1階平面図

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 【実習工場・実験室棟】

1 6

8

8 11 129 1075432

A

D

B

E

Ｎ

制御工学実験室

衛生環境実験室

土質実験室

流体工
学実験室

熱力学実験室 機械力学実験室

水理実験室

倉庫

創作工場

機械工場

プラズマラボ

衛生環境
解析室

構造実験室

緊急シャワー

教室
(40人席)

廊下1-2

溶接工場

女子ﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚ

廃液
保管庫

材料力
学実験室

恒温室ユニット
(別途工事)構造材料

実験室

EPS

建設ラボ

セメント
資材

保管庫

多目的
ﾄｲﾚ

PS

▲ ▲ ▲

▼

▲▲ ▲ ▲

▼▼▼▼▼

▲

▼

屋外作業場

C

4a

8a

8a

B1

▲▲

SK

受変電設備

SS

SS

地流し

SS

SS

UP

材料ラボ
測量
器具庫

▼ ▼

81000

70
00

22
75

0

400 8000 8000 8000 8000 7000 7000 7000 7000 7000 7000 7000 400

2500 45003200 4800

40
0

10
00

0
63

75
63

75

31
00

32
75

廊下1-1

廊下
1-3

2500

40
0

400 400

40
0

消+F

消+F 消+F

F

F
F

F

屋外洗い場

ごみ置き場

ボンベ庫

上部庇 上部庇

上部庇

上部庇

風洞実験用開口

C1

15
50

キュービクル前面メンテナン
ス歩廊（W=600）

メッシュフェンスA

SS SS

プログラム
恒温室

F F

実験設備基礎

実験設備基礎

水中

養生室

詳細図 その1 参照

WHE

1
×2

HB

1

25
m

25
m

25
m

HB

1

HB

1

以降、配置図参照

 －
 

 X
 

 A 

 A 

 A
 

 A 

 G
  X

 

 － 

 －
 

 －
 

 G
 

 －
 

 G
 

 －
 

 A 

 －
 

 A 

 － 

 G 
 X 

 －  － 

 X 

 －
 

 －
 

 －
 

 －
 

 －
 

 －
 

 － 
 －

  －
 

 －
 

 －
 

 －
 

 A 

 A
 

 X 

 X 

以降、配置図参照

以降、配置図参照

 A 

以降、配置図参照以降、配置図参照以降、配置図参照以降、配置図参照以降、配置図参照以降、配置図参照以降、配置図参照以降、配置図参照以降、配置図参照

以降、配置図参照以降、配置図参照以降、配置図参照以降、配置図参照以降、配置図参照以降、配置図参照以降、配置図参照以降、配置図参照以降、配置図参照

以降、配置図参照

COA65

COA65 COA65

COA65
COA65

COA65

COA50

COA65

COA65

COA50

COA50 COA65

COA65

COA65

COA65

COA65

COA50

COA65

50(天井内)

(天井内)

G,50,50

40(天井内)

32(天井内)

(天井内)

(天井内)

(天井内)

20(天井内)

40(天井内)

20(天井内)

65

50,20(天井内)

50

20(天井内)
20

65

20(天井内)

65

40

50(天井内)

40

(天井内)

20(天井内)

20(天井内)

20(天井内)

20(天井内)

20(天井内)

65

20(天井内)

50

50
65

20(天井内)
20(天井内)

50,65

20(天井内)

20(天井内)

20,20 

(天井内)

50 50 50 50

20,20
(天井内)

20,20

65,65

  20

20 

65

(天井内)

50
50

 20,20

20,20

50

20,20

65,65

(天井内)

20,20

65,65

20,20,50
(天井内)

20  
(天井内)

50,50

20
  20

(天井内)

50 50

50

65
65

20  
(天井内)

65

20  
(天井内)

65

20  
(天井内)

65

25(天井内)

50
20(天井内)

(天井内)

(天井内)

25  
(天井内)

65
  20
(天井内)

65 6565

50

25,25,2520,20,20

25(天井内)

32(天井内)

(天井内) (天井内)

25(天井内)

20,20
40,40

50

20(天井内) 20(天井内)

20(天井内) 20(天井内)

40(天井内)

20,20

65,65

65 20,20  
(天井内)

20  
(天井内)

25(天井内)

32(天井内) 25(天井内)

32(天井内)

25(天井内)

  25
(天井内)

50(天井内)

25  
(天井内)

  25
(天井内)

32(天井内)

20,20
65,65

65
20(天井内)

50

COA80

80

65

65

65

20(天井内)

65 65

65  

(天井内)

100

100 50

65

65 65

65,20

(別途工事)

WHE

1

20

WHE

1

WHE

1

WHE

1
×2

25
202025

50
50

50
50

50

50

5050



20

65

65,20

40

40

M116
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1/400

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

衛生設備 2階平面図

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 【実習工場・実験室棟】
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【実習工場・実験室棟】 M117
1/50
1/100

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

衛生設備 詳細図 その1

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課
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滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）
334956

4756
一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課
－
－

M201【体育館】空調設備　機器表

空冷式パッケージエアコン

機器番号 形　　式
設置場所

数量

定格能力
加湿 電　源

消費電力 kW
圧縮機 冷媒

遮断
装置

冷房 暖房 冷房 暖房 風量 静圧

階 室　　名 kW kW L/h φ Ｖ 定格 定格 低温最大 kW m3/min Pa

PAC-101 パッケージエアコン（ペア） 屋外機 1 室外機置場 1 3.6 4.0 － 1 200 0.68 0.76 1.61 0.59 － － －

天井カセット形4方向 屋内機 1 控室 1 3.6 4.0 － 屋外機送り － － － － 16 － －

PAC-102 パッケージエアコン（ペア） 屋外機 1 室外機置場 1 3.6 4.0 － 1 200 0.68 0.76 1.61 0.59 － － －

天井カセット形4方向 屋内機 1 放送室 1 3.6 4.0 － 屋外機送り － － － － 16 － －

PAC-103 パッケージエアコン（ペア） 屋外機 1 室外機置場 1 3.6 4.0 － 1 200 0.68 0.76 1.61 0.59 － － －

天井カセット形4方向 屋内機 1 教員室 1 3.6 4.0 － 屋外機送り － － － － 16 － －

PAC-104 パッケージエアコン（ペア） 屋外機 1 室外機置場 1 7.1 8.0 － 3 200 1.59 1.61 3.60 1.29 － － －

天井カセット形4方向 屋内機 1 更衣室（男） 1 7.1 8.0 － 屋外機送り － － － － 30 － －

PAC-105 パッケージエアコン（ペア） 屋外機 1 室外機置場 1 7.1 8.0 － 3 200 1.59 1.61 3.60 1.29 － － －

天井カセット形4方向 屋内機 1 更衣室（女） 1 7.1 8.0 － 屋外機送り － － － － 30 － －

R-1 集中リモコン 1 教員室 1 － － － 1 100 0.01 0.01 － － － － －

(共通事項)

1 共通附属品

屋外機 R32 防振ゴム、既製ブロック基礎×2

屋内機 天井カセット形 標準化粧パネル、防振吊金具、ドレンアップメカ、フィルター、ワイヤードリモコン

2 パッケージエアコンディショナの能力及び消費電力は、JIS B 8616に規定された定格条件による。

3 予備フィルターは100%とする。

ガス式ビル用マルチ

機器番号 形　　式
設置場所 [　]内は系統名

数量

定格能力
加湿 電　源

消費電力 kW 燃料消費量
冷媒
遮断
装置

冷房 暖房 冷房 暖房 ガス種 冷房 暖房 風量 静圧

階 室　　名 kW kW L/h φ Ｖ 定格 定格 － kW kW m3/min Pa

GHP-101 ヒートポンプ(自立運転型)  屋外機 1 室外機置場 3 56.0 63.0 － 1 200 1.26 0.57 LPG 41.9 39.7 － － －

GHP-101-1 天井吊形 屋内機 1 体育室 9 16.0 18.0 － 1 200 0.24 0.29 － － － 40.5 － －

－

GHP-102 ヒートポンプ(自立運転型)  屋外機 1 室外機置場 3 56.0 63.0 － 1 200 1.26 0.57 LPG 41.9 39.7 － － －

GHP-102-1 天井吊形 屋内機 1 体育室 9 16.0 18.0 － 1 200 0.24 0.29 － － － 40.5 － －

－

(共通事項)

1 共通附属品

屋外機 冷暖切替形(R410A) スプリング防振架台、分岐管、集中ドレンパン

屋内機 天井吊形 防振吊金具、ドレンアップメカ、フィルター、ワイヤードリモコン

2 ガスヒートポンプ冷暖房機の能力及び消費電力は、JRA4058に規定された定格条件による。

3 屋外機は、臭気低減機能付とする。

4

全熱交換器

機器番号 形　　式
24Ｈ
換気
対応

設置場所
数量

送風機 全熱交換効率
電　源 消費電力

設定

起動方式 連動機器風量 静圧 冷房 暖房 ノッチ 備　　考

階 室　　名 m3/h Pa ％以上 φ Ｖ kW －

HEX-101 天井埋込形 ○ 1 控室 1 150 200 63 73 1 200 0.142 強 手元リモコン －

マイコンタイプ

HEX-102 天井埋込形 ○ 1 放送室 1 50 200 64.5 75.5 1 200 0.126 強 手元リモコン －

【G回路】 マイコンタイプ

HEX-103 天井埋込形 ○ 1 教員室 1 100 200 64.5 75.5 1 200 0.126 強 手元リモコン －

【G回路】 マイコンタイプ

HEX-104 天井埋込形 1 更衣室（男） 1 500 200 63 72 1 200 0.470 強 手元リモコン －

【G回路】 マイコンタイプ

HEX-105 天井埋込形 1 更衣室（女） 1 500 200 63 72 1 200 0.470 強 手元リモコン －

【G回路】 マイコンタイプ

R-2 集中コントローラー － 1 教員室 1 － － － － 1 100 0.012 － － －

液晶タッチパネル式 一括運転/停止、風量設定、週間スケジュール設定

(共通事項)

1 共通附属品

天井埋込形 防振吊金具、リモコン(24時間換気対応)

天井カセット形 防振吊金具、リモコン(24時間換気対応)

2 全熱交換器の自動換気切替制御機能付とする。

3 全熱交換器の全熱交換効率は、JIS B 8628に規定された試験方法による。

4 予備フィルターは100%とする。

送風機

機器番号 形　　式 用途
24Ｈ
換気
対応

設置場所 [　]内は系統名
数量

羽根径
番手等

送風機
加湿 電　源 消費電力

又は出力 起動方式 連動機器風量 静圧 備　　考

階 室　　名 m3/h Pa L/h φ Ｖ kW

EF-101 消音ボックス付送風機 排気 － 1 器具庫 1 #1 1/2 850 200 － 1 100 0.202 現地タイマー －

天吊埋込形

EF-102 消音ボックス付送風機 排気 － 1 玄関ホール・下足スペース 1 #1 1/4 300 200 － 1 100 0.088 スケジュール －

天吊埋込形

EF-103 消音ボックス付送風機 排気 － 1 WC(男) 1 #1 1/2 1,200 200 － 1 100 0.348 人感センサー －

【G回路】 天吊埋込形

EF-104 消音ボックス付送風機 排気 － 1 WC(女)・SK 1 #1 1/2 950 200 － 1 100 0.247 人感センサー －

【G回路】 天吊埋込形

EF-105 消音ボックス付送風機 排気 － 1 WC(多目的) 1 #1 1/4 200 200 － 1 100 0.088 人感センサー －

【G回路】 天吊埋込形

EF-106 消音ボックス付送風機 排気 － 1 更衣室（男） 1 #1 1/4 100 200 － 1 100 0.065 手元スイッチ －

天吊埋込形

EF-107 消音ボックス付送風機 排気 － 1 更衣室（女） 1 #1 1/4 100 200 － 1 100 0.065 手元スイッチ －

天吊埋込形

EF-108 有圧扇 排気 － 1 体育室 6 30 1,900 － － 3 100 0.069 手元スイッチ －

【G回路】 低騒音形

EF-109 有圧扇 排気 〇 1 体育室 2 30 1,900 － － 3 100 0.069 手元スイッチ －

低騒音形

(共通事項)

1 共通附属品

消音ボックス付送風機 スプリング防振吊金具

有圧換気扇 排気用 ウェザーカバー、電動式シャッター、保護ガード、取付枠

2 消音ボックス付送風機の消費電力は、JIS C 9603に規定された試験方法による。

3 手元スイッチ、温度スイッチ、スケジュールタイマー及び人感センサーは電気工事とする。

4 24時間スイッチ、ファンインバーター本体は本工事とし電気工事に支給する。

5 機器連動は電気工事とする。

屋内機 送風機

電動機出力 備　　考

W (ダイキン工業相当)

－ (参考)SSRC40CV

53

－ (参考)SSRC40CV

53

－ (参考)SSRC40CV

53

－ (参考)SSRC80CT

106

－ (参考)SSRC80CT

106

屋内機 送風機

電動機出力

W

備　　考

(ヤンマー相当)

－       YBZP560L1DBS×1

300 (参考)YZHP160NA

－

300 (参考)YZHP160NA

(参考)YBZP560L1DBM×2

      YBZP560L1DBS×1
(参考)YBZP560L1DBM×2

予備フィルターは100%とする。

PAC-101-1

PAC-102-1

PAC-103-1

PAC-104-1

PAC-105-1

EF-S01 有圧扇 排気 － 1 屋外倉庫(屋外倉庫) 1 25 700 － － 1 100 0.050 手元スイッチ －

低騒音形

EF-S02 有圧扇 排気 〇 1 用務員倉庫(屋外倉庫) 1 20 250 － － 1 100 0.028 手元スイッチ －

低騒音形



【体育館】 M202
NON
NON

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

空調設備 配管系統図

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課
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〈注記〉
1) ドレン管の口径は特記なき限り、立て管･･･50A 枝管･･･40A 機器接続･･･25Aとする。
2)      :防火区画貫通処理材(国土交通省認定)を示す。
3) 加湿用給水管は、機器接続側にGV20、FJ20を取り付けること。
4) 室内外連絡線は下記とし冷媒管共巻きとする。
   ビル用マルチ･･･EM-CEE1.25mm2-2C 個別エアコン・・・EM-EEF2. Omm2-3C
5) ※最寄り雨水桝建築工事へ接続
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配管径

液管 ガス管

①

②

6.4φ 12.7φ

③

9.5φ 12.7φ

④

9.5φ 15.9φ

⑤

9.5φ 19.1φ

⑥

9.5φ 22.2φ

⑦

9.5φ 25.4φ

⑧

12.7φ 19.1φ

⑨

12.7φ 22.2φ

⑩

12.7φ 25.4φ

⑪

12.7φ 28.6φ

⑫

15.9φ 25.4φ

⑬

15.9φ 28.6φ

⑭

19.1φ 28.6φ

⑮

19.1φ 31.8φ

19.1φ 38.1φ

※ ※ ※ ※

※

※ ※ ※ ※ ※ ※

   ,   ,   ,   ,   ,   13 1313 13 13 13

   ,   ,   1 1 1

   ,   ,   111



【体育館】 M203
1/200
1/400

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

空調設備 配管平面図

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課
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配管名称
配管径

液管 ガス管
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〈注記〉
1) ドレン管の口径は特記なき限り、立て管･･･50A 枝管･･･40A 機器接続･･･25Aとする。
2)      :防火区画貫通処理材(国土交通省認定)を示す。
3)      :防火区画、防火上主要な間仕切壁を示す。 
4)      :防火区画、防火上主要な間仕切壁を示す。(114条)
5) 加湿用給水管は、機器接続側にGV20、FJ20を取り付けること。
6) 室内外連絡線は下記とし冷媒管共巻きとする。
   ビル用マルチ･･･EM-CEE1.25mm2-2C 個別エアコン・・・EM-EEF2. Omm2-3C
7) ※最寄り雨水桝建築工事へ接続
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【体育館】 M204
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滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

空調設備 ダクト系統図

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課
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【体育館】 M205
1/200
1/400

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

空調設備 ダクト平面図

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課
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〈注記〉
1)      :防火区画、防火上主要な間仕切壁を示す。 
2)      :防火区画、防火上主要な間仕切壁を示す。(114条)
3)      :ドアガラリまたはアンダーカット

1

A

2 3

B

C

D

4 5 6

E

F

G

H

I

6000 8000 8000 6000

500 4500 28000

7
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

32500

500

階段B

廊下1-1

体育室

控室

器具庫

ステージ

玄関
ホール

下足
スペース ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

ﾄｲﾚ

女子トイレ
男子更衣室

女子更衣室

EPS1

PS PS

階段A

UP

防球ネット

(ステージ下収納)

防球ネット
UPUP

室外機
置場

UP

UP

UP

SK

教員室

（＋1000）

シャワー室

前室

シャワー室

前室

男子トイレ

▼
▼

▼ ▲
▲

▲

▼

▼

放送室

AL114

AL114

AL114

AL114

AL114

AL114

PS・EPS2 PS・EPS3

廊下1-2

4
6
5
0
0

5
0
0

4
0
0
0

3
7
0
0
0

5
5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

500

洗濯室

1

A

2 3

B

C

D

4 5 6

E

F

G

H

I

ステージ上部
ブドウ棚

屋根

屋根

体育屋上部吹抜

UP UP

太陽光
パネル

キャット
ウォーク

HD

HD HD

AL114

AL114

AL114 AL114

AL114

AL114 AL114

AL114

AL114

アルミパネル庇

アルミパネル庇

防球ネット

OF OF

OF

6000 8000 8000 6000

500 4500 28000

7
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

32500

500

4
6
5
0
0

5
0
0

4
0
0
0

3
7
0
0
0

5
5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

500

100φ

FD FD FD FDFDFD
FD

FD
FD

FDFD

3000

3000

5000 3000

3
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

FDFD

EF

108
×6

EF

109
×2

HD

AL114

AL114

キャット
ウォーク

OF

5000

3
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

3000

3000

3000

(GW25t)消音内貼

200×200

CMH200

1
VHS

PA

BOX 350×350×350H

(GW25t)消音内貼

CMH160

1
HS

PA

BOX 

200×200

350×350×350H

屋外倉庫用務員倉庫

FE

S02

FE

S01



滋賀県立高等専門学校工事名称
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NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課
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M206【体育館】空調設備　リモコン配線平面図

AR
HR

集中コントローラー×2
（EHP､GHP、全熱交換器）

記号 名称 配線
配管

屋内 屋外

〈機器凡例〉

ＡＲ ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ （ＰＦ２２） -

ＨＲ ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ （ＰＦ２２） -

ＰＲ ＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ （ＰＦ２２） -

〈注記〉

１．天井内はケーブルコロガシ配線施工とする。

備考

ビル用マルチエアコン室内機

全熱交換器

個別パッケージエアコン

AR,HR AR,HR
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HR
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AR(キャットウォーク下部天井内)×9
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滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:
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334956
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一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士
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4009

NO.
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石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課 【体育館】衛生設備　機器表・器具表
－
－

M207

タンク類

機器番号 名　　称
設置場所

数量 仕　　様
有効容量

外形寸法(参考)
架台

耐震
荷重 備　　考W D H

階 室　　名 m3 m m m mm G

TW-1 ポンプ室付 - 屋外 1 FRP製パネルタンク － 2＋2 8.5 2.5 150 1

受水槽  1)受水槽(2槽式)　複合板パネル 35.0 2＋2 4.5 2.5

マンホール(鍵共)×2、内外はしご×2、通気口(防虫網付)×2、流入管ボールタップ用防波管×2、電極用防波管×2

電極座×4、鋼製架台(溶融亜鉛メッキ)、緊急遮断弁100A×2、緊急遮断弁用制御盤

 2)ポンプ室 　　　単板パネル － 4.0 4.0 2.5

   アルミドア(防虫網付ガラリ、鍵共)2000×2000、換気用ガラリ(ウェザーカバー共)、ひさし、鋼製架台(溶融亜鉛メッキ)

ポンプ類

機器番号 名　　称
設置場所

数量 仕　　様
口径 流量 揚程 電　源 出力

備　　考

階 室　　名 φ L/min m φ Ｖ kW

PU-1 給水加圧ポンプ - 屋外（ポンプ室内） 1 推定末端圧力一定、3/4台ローテーション運転 50×100 750 60 3 200 7.5×3

【G回路】 制御盤、スプリング防振架台

PU-2 雨水利用散水ポンプ - 屋外 1 推定末端圧力一定、交互並列運転 32×50 100 20 3 200 0.75×2

制御盤、スプリング防振架台、屋外カバー

電気給湯器

機器番号 名　　称
設置場所

数量 仕　　様

能力
タンク容量 電　源 消費電力

備　　考号数 加熱

階 室　　名 号 kW L φ Ｖ kW

WHE-1 貯湯式電気温水器 1 教員室 1 台下設置形、飲用・洗い物用、ウィークリータイマー、自動給排水 － － 12 1 200 1.5

止水栓、給水給湯連結管、膨脹水処理装置、逃し管、耐震固定金具

(共通事項)

1 貯湯式電気温水器の定格加熱能力及び定格消費電力は、JIS C 9219の定格条件及び試験方法による。

ガス給湯器

機器番号 名　　称
設置場所 [　]内は系統名

数量 仕　　様

能力 ガス消費量
電　源 消費電力

備　　考号数 暖房能力 13A

階 室　　名 号 kW kW φ Ｖ kW

WHG-1 ガス給湯器 - 更衣室（男） 1 屋内壁掛設置型、強制給排気型 32 － 69.2 1 100 0.250 凍結予防ヒーター含む

リモコン、リモコンケーブル、耐震固定金具、給排気トップ

WHG-2 ガス給湯器 - 更衣室（女） 1 屋内壁掛設置型、強制給排気型 32 － 69.2 1 100 0.250 凍結予防ヒーター含む

リモコン、リモコンケーブル、耐震固定金具、給排気トップ

(共通事項)

1 都市ガス13Aの高位発熱量は、45.0MJ/Nm3とする。

2 ガス給湯器の定格加熱能力､定格消費電力及び定格燃料消費量は､JIS S 2109に規定された条件による｡

消火器具

機器番号 名　　称
設置場所

数量 形式

付　属　品 本体寸法(参考)

備　　考
バルブ ホース ノズル 表示灯 発信器

非常用
コンセント

非常用
電話

W D H

階 室　　名 mm mm mm

HB-1 広範囲型2号消火栓 1 各所 3 埋込形（消火器ボックス併設） 25A×1 30m×1 1 別途 別途 － － 900 200 1,150

(共通事項)

1 表示灯、発信器、非常用コンセント、非常用電話は電気工事とする。

衛生器具表

器具名称
参考品番
(LIXIL)
(TOTO)

付 属 品

1階

大便器

床置形タンク式 温水洗浄暖房便座（蓋なし、擬音装置含む）+ｴｺﾘﾓｺﾝ 棚付2連紙巻器（高耐荷重）

8 3 5BC-P110SA/DQ-PA150CH CW-PA21LQE-NEC-R1(310W,ｺﾝｾﾝﾄ） CF-63HST

小便器

壁掛壁排水（低リップ） 節水型

6 6U-A51AP (AC100V,8W）

洗面器
※水栓のみG回路

アンダーカウンター式(ｶｳﾝﾀｰ建築工事) 自動単水栓 電気温水器(3L) 壁排水金物、排水口カバー ブラケット

10 2 2 3 3L-2295 AM-300CV1(1.4W,ｺﾝｾﾝﾄ） EHPS-CA3ECS2(700W,ｺﾝｾﾝﾄ) LF-105PAL、A-6224 LF-625K

掃除流し

バック付掃除用流し 水栓 ﾘﾑｶﾊﾞｰ 排水金物（床排水） 給水ﾎｰｽ バックハンガー

1 1S-202A LF-7KEZ-19-U 流し本体に含む SF-20SAF-P SF-202 SF-10E

多機能トイレパック
※水栓・ﾛｰﾀﾝｸG回路

多機能トイレパック 温水洗浄暖房便座（蓋無し）+大型ﾘﾓｺﾝ（温風乾燥付） 電気温水器(0.8L)（洗面器） ﾛｰﾀﾝｸ スリムミラー（防錆）

1 1CW-PC12-CK-UR-TU（1300W,ｺﾝｾﾝﾄ） ﾊﾟｯｸ品番に含む(350W,ｺﾝｾﾝﾄ) ﾊﾟｯｸ品番に含む(7.5W,ｺﾝｾﾝﾄ） KF-3610AS

ユニットシャワー

シャワールームユニット

4 2 2（建築工事）

水栓

キー式カップリング付散水栓 散水栓BOX共

LF-13G-13-CV

（共通事項） 上記付属品に記載がない、手すり、背もたれ、フック、ベビーチェア、多目的シート、鏡類は全て建築工事とする

各器具を繋ぐ制御線については本工事に含む

各衛生器具に必要とする標準付属品は本工事に含む

電気温水器の定格加熱能力及び定格電気容量は、JIS C 9219の定格条件及び試験方法による

電気温水器の給湯管接続口径は13Aとする

フラットバータイプ

CFS498BK TCF5534AUY(311W,ｺﾝｾﾝﾄ） YH701

UFS900R (AC100V,0.5W以下）

L-532 TLE28SS1A(0.6W,ｺﾝｾﾝﾄ） REWF03B1RSM(600W,ｺﾝｾﾝﾄ) TLDP2105JA、TH651 TL516GR

SK22A T23AEQ20C TK22 T37SGEP TN114 T9R

TCF5841AUPR（1260W,ｺﾝｾﾝﾄ）

T28KUNH13

YM3580FCﾊﾟｯｸ品番に含む　〃　(1.0L,505W,ｺﾝｾﾝﾄ)

6 6

PTWC-HC103L/R1A1ANWW

UADAK01R/L1A1AND1WB

- 消火器 1 各所 7 ABC10型消火器 屋内消火栓併設：3か所　他

ボックスまたは置台は建築工事



【体育館】 M208
NON
NON

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

衛生設備 系統図

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課

4,
00

0
4,

40
0

▽2階

▽RF階

▽1階

器具庫 教員室 下足スペース 体育室 女子更衣室男子更衣室廊下1-1SK女子トイレ多目的トイレ男子トイレステージ 玄関ホール

下部雨水貯留槽 下部非常用汚水槽

PU

1

TW

1

PU

2

GHP

102

GHP

101

×3

×3

WHG

2

WHG

1

 G 
 G 

 －
－

 

 －－ 

※1

※1
※1

※1
※1

※1※1
※1

※1
※1

※1
※1

※1

※2
 LPG 

 － 
 G 

 －  －  － 
 G 

 l 
 l 

 －
 

 －
 

 －
 

 －
 

 － 

 － 
 － 

※1

※2

 －
  －

 

 －
 

 －
 

 －
 

 －
 

 l
  l
 

 －
 

 G
 

 －
 

 l
 

 G
 

 －
 

 l
 

 G 

凡例

※1　排水桝へ接続

水道本管

都市ガス

屋外散水へ

　ﾎﾞﾝﾍﾞ庫より



【体育館】 M209
1/400
1/800

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

衛生設備 配置図

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

作成日

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.

起工年月

公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課
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▼

▼

▼

▼
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01

N

１工区 ３工区

１工区 ３工区

散水栓BOX 散水栓BOX

散水栓BOX

散水栓BOX

散水栓BOX

散水栓BOX

切替桝

メーターまで水道局施工
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－
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凡例
        敷地境界線
        延焼ライン
        工区区分線
        本工事範図外(第1工区)

50 32

50

50

50

56

桝リスト 体育館

設計GL= 98.77

番号 種　　　類 仕　　　様 地盤ﾚﾍﾞﾙ(m)
管底高(mm)

寸　法 ふ　　　た
管底ﾚﾍﾞﾙ(m) 設計GLより MH天端より

51 小口径桝(インバート桝) 90L 100-200 98.79 98.49 -280 -300 200 φ 塩ビ製ふた

52 小口径桝(インバート桝) 90Y 100-200 98.79 98.46 -310 -330 200 φ 塩ビ製ふた

53 小口径桝(インバート桝) 90L 100-200 98.79 98.43 -340 -360 200 φ 塩ビ製ふた

54 小口径桝(インバート桝) ST 100-200 98.77 98.30 -470 -470 200 φ 塩ビ製ふた

55 小口径桝(インバート桝) ST 100-200 98.74 98.17 -600 -570 200 φ 塩ビ製ふた

56 小口径桝(インバート桝) 90L 100-200 98.77 98.04 -730 -730 200 φ 塩ビ製ふた

57 小口径桝(インバート桝) ST 100-200 98.80 97.95 -820 -850 200 φ 塩ビ製ふた

58 小口径桝(インバート桝) ST 100-200 98.84 97.84 -930 -1,000 200 φ 塩ビ製ふた

59 小口径桝(インバート桝) 90Y 100-200 98.87 97.74 -1,030 -1,130 200 φ 塩ビ製ふた

61 小口径桝(インバート桝) 90L 100-200 98.73 98.33 -440 -400 200 φ 塩ビ製ふた

62 小口径桝(インバート桝) 90Y 100-200 98.73 98.30 -470 -430 200 φ 塩ビ製ふた

63 小口径桝(インバート桝) 90Y 100-200 98.72 98.22 -550 -500 200 φ 塩ビ製ふた

64 小口径桝(インバート桝) 90Y 100-200 98.72 98.19 -580 -530 200 φ 塩ビ製ふた

65 小口径桝(3cm段差付) 90Y 100-200 98.72 98.09 -680 -630 200 φ 塩ビ製ふた

66 小口径桝(インバート桝) 90Y 100-200 98.72 98.06 -710 -660 200 φ 塩ビ製ふた

67 小口径桝(3cm段差付) 90Y 100-200 98.71 97.99 -780 -720 200 φ 塩ビ製ふた

68 小口径桝(インバート桝) 90Y 100-200 98.71 97.96 -810 -750 200 φ 塩ビ製ふた

69 小口径桝(インバート桝) 90L 100-200 98.71 97.91 -860 -800 200 φ 塩ビ製ふた

70 小口径桝(切替桝) 98.71 97.86 -910 -850 300 φ 塩ビ製ふた

71 小口径桝(インバート桝) 90L 100-200 98.76 97.74 -1,030 -1,020 200 φ 塩ビ製ふた

72 インバート桝 SC-3 98.76 97.69 -1,080 -1,070 600 × 600 防臭ふた(MHA)

※桝の深さは参考値とし、現場調整とする。

※化粧ふたの目地はステンレス製とし、仕上材充填は建築工事とする。

51

52

53

5455

57

59

58

61626364

6566676869

70
71

72

20

20 20

50

25
25

25

20

100

100

100

100



【体育館】 M210
1/200
1/400

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

衛生設備 平面図

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課
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下部非常用汚水槽

下部雨水貯留槽

以降、配置図参照

以降、配置図参照

以降、配置図参照

以降、配置図参照

以降、配置図参照 以降、配置図参照 以降、配置図参照 以降、配置図参照

以降、配置図参照

 － 

以降、配置図参照

以降、配置図参照

以降、詳細図参照 以降、詳細図参照 以降、詳細図参照以降、詳細図参照

以降、詳細図参照

以降、配置図参照  － 

詳細図参照

(天井内)

(天井内)

(天井内)
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【体育館】 M211
1/50
1/100

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

衛生設備 詳細図 その1

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志

一級建築士
構造設計一級建築士

木下 隆嗣

248486
4009

NO.

NO.

20240631-3

石井 康彦

設計番号

一級建築士 272847NO.公立大学法人 滋賀県立大学

高専開設準備局　総務・施設整備課
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【体育館】 M212
1/50
1/100

滋賀県立高等専門学校工事名称

図面名称

縮尺

図面番号

A1:
A3:

新築機械設備工事（第３工区）

衛生設備 詳細図 その2

334956
4756

一級建築士 NO.

設備設計一級建築士 NO.

工藤 征志
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